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奥
州
仙
台
領
白
石
城
絵
図

　
　
　
　
（
「
松
平
陸
奥
守
」
の
墨
書
）

　
江
戸
幕
府
は
、
幕
藩
体
制
の
確
立
に

際
し
、
諸
国
に
所
在
す
る
城
郭
を
把
握

す
る
た
め
に
、
正
保
元
年
二
六
四

四
）
十
二
月
、
大
目
付
坪
上
筑
前
守
政

重
、
宮
城
越
一
い
剛
守
和
甫
の
．
両
名
を
総
裁

と
し
て
、
城
絵
図
の
提
出
を
各
藩
に
命

じ
た
、
．

　
白
石
城
は
、
当
市
に
所
在
す
る
．
平
山

城
て
、
戦
国
時
代
は
地
、
兀
の
土
豪
白
石

氏
の
居
城
て
あ
っ
た
が
、
天
正
十
九
年

二
五
九
．
一
蒲
生
氏
郷
の
ト
文
・
配
下
に
人

り
、
会
津
城
の
乏
城
と
な
っ
た
　
そ
の

後
、
上
杉
氏
の
支
配
下
に
入
り
、
関
ケ

原
の
役
を
経
て
伊
達
氏
領
と
な
り
、
慶

長
七
隼
二
六
〇
二
〕
以
降
は
、
仙
台
城

の
支
城
と
し
て
、
伊
達
家
の
家
臣
片
倉

氏
が
代
々
居
城
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
，

　
白
石
城
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
喜

の
一
国
↓
城
令
に
も
例
外
的
に
「
城
」

と
し
て
の
存
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
．

「
松
．
平
陸
庚
守
一
は
、
松
、
平
へ
伊
達
｝

忠
宗
の
こ
と
で
、
寛
衣
十
六
年
【
．
な

三
九
）
に
陸
奥
守
に
任
せ
ら
れ
、
万
治

元
年
二
六
五
八
｝
に
没
し
た
．

　
白
石
城
は
、
明
治
五
年
に
払
い
．
ト
げ

処
分
と
な
り
、
建
造
物
・
石
卸
．
は
、
以

後
逐
次
解
体
ン
、
れ
た

　
城
の
跡
地
は
、
明
冶
』
．
卜
』
．
年
に
益

岡
公
園
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る

白
石
城
の
復
元

白
石
城
は
、
み
な
さ
入
も
ご
承
知
の

と
お
り
、
全
国
的
視
野
か
ら
も
歴
史
的

価
値
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
六
十
三
年
度
に
策
定
し
た
白
石
市

総
台
計
画
の
中
に
白
石
城
へ
三
階
櫓
一

の
復
元
計
画
を
一
本
の
柱
と
し
て
揚
げ

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
光
生
方
に
復
元
に
要

す
る
調
査
の
委
託
や
復
元
基
金
条
例
の

制
定
な
ど
し
て
復
元
計
画
を
進
め
て
お

り
ま
す
、

　
ま
た
、
復
元
に
つ
い
で
、
は
、
市
民
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
も
高

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す

　
白
石
城
の
設
計
図
、
覚
書
、
修
理
の

際
の
仕
様
書
や
解
体
前
の
写
真
な
ど
か

あ
れ
ば
、
正
確
に
復
元
で
き
ま
す
の
て
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
見
せ
て
く
だ
｝
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
．
、

白
石
市
教
育
委
員
会
教
育
課

　
智
二
五
ー
一
二
二
〔
内
線
）
四
三

白
石
城

頒
布
し
て
い
ま
す

　
　
著
者
　
片
倉
　
信
光

　
　
発
行
　
白
石
市
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
護
友
の
会

　
　
頒
布
価
格
　
五
、
五
〇
〇
円

　
講
入
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会
教
育

課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

、
費
二
五
ー
二

羅灘欝

教
育
長
に

菊
地
清
治
氏

　
　
　
白
石
市
城
北
町
七
番
十
四
号

　
　
　
　
昭
和
六
年
五
月
二
十
九
日
生

　
平
成
元
年
十
月
三
十
、
日
、
教
育
委

　
貝
会
の
辞
令
公
付
が
行
わ
れ
、
菊
地
清

　
伯
氏
が
教
育
長
に
就
任
〉
一
．
・
れ
ま
し
た

　
荊
教
育
長
鈴
木
五
朔
氏
は
、
教
育
長

州
一
を
四
期
十
二
年
間
務
め
ら
れ
、
学
校
・

帰
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実
、
学
校

．
給
食
セ
ン
ケ
ー
の
建
設
、
東
中
学
校
の

…
開
校
、
大
平
小
学
校
の
移
転
な
ど
に
尽

旨
わ
さ
れ
、
こ
の
十
月
三
十
一
日
付
け
て

ド
勇
退
さ
れ
ま
し
た
、
。

　
新
た
に
教
育
長
に
就
任
さ
れ
た
菊
地

補
治
氏
（
五
十
へ
歳
）
は
、
白
石
出
身

て
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
福
岡
小
学
校

教
諭
に
任
し
ら
れ
、
今
日
ま
で
、
教
育
職

」
筋
に
奉
職
し
、
本
年
四
月
県
教
育
研

弔
修
セ
ン
ク
i
副
所
長
か
ら
、
白
石
第
二

、
小
学
校
長
に
着
任
さ
れ
ま
し
た

　
　
こ
の
た
び
、
前
鈴
木
教
育
．
長
の
後
任

．
と
し
で
、
学
校
長
を
退
職
さ
れ
、
卜
、
月

、
一
日
付
で
、
白
石
市
教
育
委
員
会
教
育
長

、
ー
就
任
さ
れ
ま
し
た
．
、

r
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全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

　
　
各
隊
の
コ
ー
ス
紹
介
…
｛
＠

　
前
号
で
蔵
王
連
峰
の
概
要
を
紹
介
し

ま
し
た
の
f
、
、
今
号
で
は
各
隊
の
コ
ー

ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
隊
の
編
成
は
、
A
隊
〔
団
体
男
子
四

十
六
パ
ー
テ
ゴ
　
・
B
隊
へ
団
体
女
子

四
十
六
パ
ー
テ
ィ
）
・
C
隊
〔
男
子
縦

走
二
十
三
パ
ー
テ
ご
　
・
D
隊

督
・
視
察
員
）
の
四
隊
で
行
動
し
ま
す
、

A
隊

〔
第
一
日
目
〕

　
白
石
市
で
選
手
・
役
員
約
千
五
百
名

が
参
加
し
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
す
、
こ

の
後
、
川
崎
町
で
入
山
式
が
行
わ
れ
町

の
方
々
の
歓
迎
や
激
励
を
受
け
、
宿
泊

地
の
川
崎
小
学
校
笹
谷
分
校
へ
と
明
日

か
ら
の
健
闘
を
胸
に
向
か
い
ま
す
。

〔
第
二
日
目
〕

　
笹
谷
峠
か
ら
雁
戸
山
・
八
方
平
・
名

号
峰
・
熊
野
岳
・
刈
田
岳
と
、
’
い
わ
ゆ

る
北
蔵
王
か
ら
中
央
蔵
王
ま
で
の
山
形

県
と
の
県
境
尾
根
を
縦
走
し
ま
す
。

　
雁
戸
山
か
ら
名
号
峰
ま
で
の
コ
ー
ス

か
ら
は
、
山
形
市
を
は
じ
め
、
鳥
海

山
・
月
山
・
朝
日
連
峰
・
飯
豊
連
峰
を

遠
望
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
・

　
名
号
峰
で
は
、
大
小
の
花
嵩
岩
が
配

置
さ
れ
、
そ
の
白
砂
に
咲
ご
、
コ
マ
ケ
サ

や
ハ
f
マ
ツ
の
群
落
が
自
然
の
造
っ
た

絶
妙
の
名
園
を
思
わ
せ
ま
す
。

　
熊
野
岳
・
馬
の
背
と
進
め
ば
、
荒
々

し
い
火
山
の
景
観
が
広
が
り
ま
す
．
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
水
を
湛
え
た
火

口
湖
「
お
釜
」
を
眼
下
に
眺
め
な
が
ら

の
山
行
は
、
火
山
活
動
を
繰
り
返
し
て

き
た
蔵
王
連
峰
を
強
・
＼
参
加
者
の
胸
に

印
象
づ
け
る
こ
と
て
し
ょ
ろ
．
リ

〔
第
三
日
旦

　
中
央
蔵
王
か
ら
南
蔵
王
、
つ
ま
り
、

後
見
か
ら
南
蔵
王
青
年
旅
行
村
キ
ャ
ン

プ
サ
ィ
ト
の
コ
ー
ス
で
す
，
．

　
大
黒
天
か
ら
刈
田
岳
ま
で
、
右
手
に

黒
褐
色
の
五
色
岳
を
見
な
が
ら
登
り
ま

す
。

　
刈
田
岳
か
ら
杉
ヶ
峰
・
屏
風
岳
・
不

忘
岳
と
南
蔵
王
縦
走
コ
ー
ス
を
と
り
ま

す
。
南
蔵
王
は
、
緑
豊
か
な
心
安
ま
る

山
容
で
す
が
、
高
山
性
湿
原
地
帯
の

「
芝
草
平
」
は
、
蔵
王
連
峰
中
最
も
変

化
に
富
ん
だ
高
山
植
物
の
宝
庵
で
も
あ

り
ま
す
、

〔
第
四
日
目
〕

　
大
東
山
系
が
会
場
と
な
り
ま
す
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
キ

気
に
大
東
岳
に
登
り
、
水
量
豊
か
な
大

な
め
さ
わ

行
沢
沿
い
の
裏
磐
司
の
コ
ー
ス
を
降
り

ま
す
．
．
二
口
渓
谷
か
ら
岩
が
瞬
風
の
よ

う
に
約
ご
り
O
m
の
高
さ
に
立
ち
並
ぶ

景
観
と
渓
谷
特
有
の
清
涼
感
あ
・
．
伊
れ
る

景
観
は
、
連
日
の
竸
技
に
疲
れ
た
参
加

者
の
心
を
慰
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

・
つ
．
‘
冒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
議

B
隊

〔
第
一
日
目
〕

　　　　芝　　　む

　　鶏獄

。
穂鐸

　
七
ヶ
宿
町
で
尺
山
式

〔
第
二
日
目
・
第
三
日
目
」

　
笹
谷
分
校
ま
で
、
A
隊
の
逆
コ
ー
ス
を

と
り
ま
す
．

「
第
四
日
目
一

　
笹
谷
峠
か
ら
ヘ
マ
ゲ
リ
山
・
神
室
岳

へ
と
眺
望
の
開
け
た
コ
ー
ス
を
進
み
、

ろ
っ
そ
う
た
る
ブ
ナ
の
原
生
林
の
中
を

二
口
峠
ま
で
登
b
、
糸
岳
か
ら
は
尺
会

の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
望
洋

平
ま
で
た
ど
り
、
白
糸
の
滝
の
壮
尺
な

景
観
に
出
会
い
ま
す
こ
さ
ら
に
、
表
磐

司
岩
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
最
終
日
の
宿

と
な
る
秋
保
温
泉
へ
と
向
か
い
ま
す
．

C
隊

B
隊
の
逆
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
．
、

D
隊

　
A
・
B
・
C
隊
を
激
励
し
な
が
ら
蔵

王
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
コ
ー
ス
を
設

定
し
て
い
ま
す
（
省
略
）

　
全
隊
と
も
四
日
目
は
秋
保
温
泉
に
集

い
、
三
日
間
の
疲
れ
を
い
や
し
、
第
五

日
目
の
閉
会
式
を
迎
え
ま
す
、
、

　
へ
月
の
蔵
王
は
、
そ
の
山
容
も
ン
、
」
る

こ
と
な
が
ら
、
天
候
の
急
変
も
．
†
想
さ

れ
る
の
で
、
い
か
な
る
事
態
に
も
対
応

で
き
る
よ
ろ
万
全
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
、
、

　
r
ン
ケ
ー
ハ
で
登
山
大
会
に
つ
い
で
、

は
、
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
　
二
五

－
二
一
二
（
内
線
）
四
一
六
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
、

3



み
や
ぎ
韻
の
名
ほ
さ
ρ
や
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ツ
ド
レ
ス

　
ス
パ
イ
ケ
ダ
イ
ヤ
は
、
凍
結
路
に
強

い
タ
イ
ヤ
と
し
て
発
売
以
来
広
く
普
及

し
て
き
ま
し
た
．
、

　
し
か
し
、
急
激
な
交
通
量
の
伸
び
と

と
も
に
、
道
路
損
傷
と
粉
じ
ん
と
い
う

環
境
問
題
が
生
じ
ま
し
た
．
、
毎
年
、
道

路
補
修
や
清
掃
が
、
み
な
さ
ん
の
税
金

で
行
わ
れ
で
、
い
ま
す
，

　
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
ス
パ

イ
ク
を
使
わ
な
い
で
冬
道
の
走
行
性
を

向
上
さ
せ
た
ス
タ
ヅ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
．
、

ス
タ
ツ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
は

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
気
温
が

低
下
し
て
も
硬
く
な
り
に
く
い
特
殊
ゴ

ム
で
造
ら
れ
た
タ
イ
ヤ
で
す
．
．

　
今
ま
で
の
ス
ノ
ー
タ
ず
ヤ
と
比
べ
て

駆
動
力
に
優
れ
、
ビ
ン
が
な
い
の
で
粉

じ
ん
も
発
生
し
ま
せ
ん
，
し
か
も
、
走

行
音
が
静
か
で
、
圧
雪
路
で
の
性
能
、

登
坂
力
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
。

　
昨
シ
ー
ズ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
結

果
を
み
る
と
、
大
部
分
の
入
は
、
最
初

は
不
安
を
感
じ
た
が
、
安
全
運
転
に
心

が
け
れ
ば
十
分
に
冬
道
を
走
れ
る
と
高

，
－
、
評
価
し
て
い
ま
す
．
、

■制動性能（急制動二タイヤ・ックによる試験）

　普通圧雪路では、スパイクタイヤと同じレベル。滑り

　やすい圧雪路・凍結路の性能は、スパイクタイヤに、

　迫りました。

制動距離（速度40km　h
　IO　　　ZO　　　30　　　40　　　50　　　ら0

タイヤ

スタッドレス

スパイク

スタッドレス

スパイク
スタッドレス

スパイク

面路

普通圧雪路

凍結路（氷盤）

滑りやすい圧雪路

　
冬
道
の
安
全
運
転

　
　
　
イ
チ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
け
ヤ
　

　
　
　
『
二
7
三
運
動

一
割
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
し
よ
う

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ば
い

　
　
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め

　
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
〃

二
倍
の
車
問
距
離
を
と
ろ
う

冬
道
は
ス
リ
ソ
プ
し
や
す
い

　
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り

安
全
走
行
に
努
め
ま
し
ょ
う
〃
賜

三
分
早
め
に
出
発
し
よ
う

冬
道
は
、
あ
せ
り
や

　
　
　
　
　
無
理
な
運
転
は
禁
物

余
裕
を
も
っ
て

　
　
　
早
め
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
〃
“

　
日
曜
ピ
ン
抜
き
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

　
ス
パ
イ
ケ
タ
で
ヤ
の
使
用
を
自
粛
し
、

舗
装
路
面
の
摩
耗
や
、
道
路
粉
じ
人
の

発
生
を
防
ぎ
、
公
害
の
な
い
さ
わ
や
か

な
生
活
環
境
を
み
ん
な
の
力
で
つ
く
り

ま
し
ょ
う
ウ

　
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
推
進
の
た
め
『
日

曜
ピ
ン
抜
き
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま

す
、

　
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ
さ
い
、

　
開
設
期
間

　
　
1
2
月
3
日
卿
か
ら
3
月
2
5
日

　
　
　
　
　
　
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

　
　
〔
た
だ
し
、
1
2
月
31
日
・
1
月
7

　
　
日
・
1
月
1
4
日
を
除
く
）

　
場
所
　
白
石
市
健
康
セ
ン
ク
ー

　
時
間
　
9
時
～
1
5
時

　
料
金
　
無
料

　
タ
イ
ヤ
の
規
格

　
　
小
型
乗
用
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動

　
　
車
用
タ
イ
ヤ

　
　
〔
大
型
・
特
殊
車
用
を
除
く
）

　
そ
の
他

　
　
ダ
で
ヤ
は
ホ
で
ル
付
の
ま
ま
車
か

　
　
ら
は
ず
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
貸
し
出
し
ま
す

　
ピ
ン
抜
き
機
と
V
T
R
テ
ー
プ
『
冬

道
の
安
全
走
行
』
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
．
ご
利
用
く
た
さ
い
、

　
、
昨
し
く
は
、
保
健
衛
ー
課
智
．
．
五
－

ニ
コ
一
〔
内
線
｝
六
〇
．
二
へ
お
問
い

台
わ
せ
く
だ
さ
い

　　　　恥ぎ

一i＼嶺z竃鱗樽～

’1註灘墨
鐸　・一躍薫←麟　婆
囑菖＿　　　　　 』■』 ・　　　　同

　　　　　｛　　　　唱

皿
．
　
襲
麺
一
．

　
　
買
物
客

噸一 墜，艦盛塾編
マ蕊魯

冒

，
e
艶
，
翼
ヤ
　
』
F

　
　
　
　
撰

鑛
欝

，
難
悲

’
蔽

￥
　
　
．
　

4

　
J
R
白
石
駅
前
駐
車
場
は
、

と
通
勤
者
の
利
便
を
は
か
る
た
め
設
置

い
た
し
ま
し
た
、

　
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
発
生
原
國

と
な
る
路
上
駐
車
を
や
め
、
駐
車
場
を

こ
利
用
く
だ
さ
い
⊆

　
ま
た
、
自
転
車
ご
利
用
の
方
は
、
緊

急
自
動
車
や
歩
行
者
の
通
行
の
障
害
と

な
る
路
上
駐
輪
を
し
な
い
で
、
J
R
白

石
駅
前
駐
車
場
内
の
自
転
車
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
な
お
、
駐
車
料
金
は
次
の
と
お
り
で
、

す
、

　
駐
車
場
の
定
期
利
用
は
、
商
工
観
光

課
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
・

　
昨
し
く
は
、
商
工
観
光
課
智
二
五
ー

二
一
一
一
〔
内
線
二
三
一
へ

白石駅前駐車場料金一覧

金料

レ
」
”
口
’
、

二
〕
時
以

一
』
0
、
u

ま
し
痔

問
だ
訓

貯
たU

惹
円

台
申
超
順

　
一
ω
を
L

1．5川1

7『5川I

l『1川1

二
「
［
　
二
耳
　
　
！
r

区分 種類　　　 「一一

聾型iI．動豊

　　　　　　　　　1自　　動　 車

編鰭蹴温
　　　　け1　転　中1

、
ー
交
通
安
全
は
茶
の
間
か
ら
ー
ー
ー
；
－
；
；
ー
ー
’

島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㎜
第
1
2
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会
皿

㎜
　
「
マ
ナ
ー
ア
ツ
ブ
・
ザ
・
み
や
ぎ
89
運
動
」
展
開
中
！
一

齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
1
0
月
2
4
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
，
本
大
会
に
は
、
市
内
各
老
人

ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全

母
の
会
、
交
通
指
導
隊
を
は
じ
め
、
多

数
の
参
加
者
が
あ
り
、
交
通
事
故
死
没

者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
交
通
安

全
に
功
績
の
あ
っ
た
十
一
名
に
川
井
市

長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
岩
田
署

長
の
講
話
が
あ
り
、
白
石
一
小
4
年
斎

藤
千
里
さ
ん
の
「
事
故
の
な
い
ま
ち

に
」
大
平
小
6
年
和
田
昌
也
君
の
』

人
ひ
と
り
が
注
意
し
よ
う
」
と
い
う
作

文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
橋
本
京

子
先
生
の
「
交
通
安
全
と
家
庭
」
と
い

う
特
別
講
演
が
あ
り
、
家
庭
に
お
け
る

轟〔！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仔

交
通
安
全
教
育
の
重
要
さ
と
生
命
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
大
会
宣
言
が
読
み
あ
げ
ら
れ

協
力
し
て
交
通
事
故
防
止
に
あ
た
る
こ

と
を
哲
一
口
い
ま
し
た
。

大
会
冒
＝
冒

一
、
高
齢
者
の
安
全
を
確
保
し
ま
す

一
、
若
者
の
無
謀
運
転
を
追
放
し
ま
す

一
、
歩
く
と
き
や
自
転
車
を
利
用
す
る

　
と
き
は
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

　
守
り
ま
す

一
、
自
動
車
や
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
、

　
シ
i
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

　
用
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
す

交
通
安
全
功
労

　
　
　
感
謝
状
贈
呈
者

4
野
仁
右
工
門

佐
藤
正
子

高
橋
　
登

黒
澤
重
雄

斎
藤
善
吉

我
妻
　
斉

平
間
陸
男

半
沢
国
男

佐
藤
吉
男

跡
辺
つ
ね

二
瓶
正
義

　
（
白
石
支
部
）

　
（
越
河
支
部
）

　（斎

川
支
部
）

　（大

平
支
部
）

（
大
鷹
沢
支
部
）

　（白

川
支
部
）

　（福岡

支
部
）

　（鎌先支部

）

　（小原支

部
）

　（母の

会
）

　
（
指
導
隊
）

　
（
敬
称
略
）

刃ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

死
亡
事
故
に
つ
な
か
る
　
　

　
　
　
飲
酒
運
転
を

　
　
　
　
追
放
し
よ
う
／

　
こ
れ
か
ら
年
末
・
年
始
に
か
け
て
、

外
て
酒
を
飲
む
機
会
が
贈
加
し
ま
す
、
・

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
脳
を
麻
痺
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
、
中
で
も
理
性
を
つ
か

さ
ど
る
部
分
が
ま
っ
さ
き
に
麻
痺
し
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
い
け
な
い
と
知
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
理
性
が
麻

痺
し
、
飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

　酒の

席
へ
車
で
出
か
け
る
こ
と
は

　
　
　
　
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
他

の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
事
故
の
五
倍

以
上
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
、

　家族や

周
囲
の
人
々
の
幸
せ
の
た
め

に
も
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
．

飲
酒
運
転
の
特
徴

①
車
両
の
路
外
逸
脱
・
物
件
と
の
衝
突

　
事
故
や
正
面
衝
突
事
故
な
ど
致
死
率

　
が
高
い
C

＠
追
突
事
故
の
発
生
率
が
古
岡
い
．

㊤
夜
問
の
歩
行
者
・
自
転
車
と
の
衝
突

　事故が多

い
．

D
鍵
乍
呼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

－
戴
㌧
熟
奪
慌

合

み
ん
な
で
楽
し
い
お
旺
月
を
！

　
　
『
年
宋
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
警
察
署
か
ら

　
年
末
年
始
は
、
各
種
犯
罪
・
交
通
事

故
・
雑
踏
事
故
の
贈
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。　

警
察
で
は
、
こ
の
よ
ろ
な
事
件
・
事

故
や
少
年
非
行
を
防
止
す
る
た
め
、
十

二
月
｝
日
か
ら
一
月
七
日
ま
f
、
『
年
末

年
始
特
別
警
戒
取
締
り
』
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
人
、
事
件
、
事
故
を
な

く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
楽

し
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
、

　
「
ス
リ
・
置
引
き
・

　
ひ
っ
た
く
り
等
に
こ
用
心

　
こ
の
時
期
は
、
外
出
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
入
込
み
の
中
で
の
ス
リ

の
被
害
や
、
ヘ
ン
ド
バ
リ
ケ
の
ひ
っ
た

く
り
等
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
ろ
＾
．

二
、
車
両
盗
難
防
止

　
県
内
で
は
、
一
日
調
件
の
割
台
で
、

自
動
車
盗
難
事
件
が
発
生
し
、
ま
す
ま

す
多
発
の
傾
向
に
あ
り
ま
＋
、

　自

動
車
盗
難
事
件
は
、
盗
難
被
害
に

と
ど
ま
ら
ず
、
銀
行
強
盗
な
ど
に
使
用

し
た
り
、
極
左
暴
力
集
団
が
「
テ
ロ
・

ゲ
リ
ラ
」
等
の
凶
悪
な
犯
罪
に
使
用
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
、
車
か

ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
キ
ー
を
抜
き
、

ド
ア
ロ
ッ
ケ
を
し
ま
し
よ
う
い

三
、
空
き
巣
の
被
害
防
止

　空き

巣
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

ち
ょ
っ
と
留
守
に
す
る
と
き
で
も
必
ず

百
締
り
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
こ
の
時
期
は
、
買
物
や
外
出
が
多
！
、

な
り
ま
す
の
て
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
の

な
い
よ
ろ
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
，

近
く
の
店
へ
買
物
に
出
か
け
た
わ
ず
か

な
ス
キ
が
ね
ら
わ
れ
ま
す
、

、
L
禽

　　！」箇齢

戸締りを忘れずに

四
、
酒
に
関
連
し
た

　
　
　
事
件
・
事
故
に
こ
用
心

　
酒
を
飲
む
機
会
の
多
い
時
期
で
す
。

酒
を
飲
ん
だ
ろ
え
の
ヶ
ン
カ
や
事
件
・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
ろ
に
！
、
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
ど
、
だ
さ
い
。

　
飲
酒
運
転
は
、
し
な
い
・
さ
せ
な
い

み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て
、
悲
惨
な
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
ろ
。

5



6

自
石
市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

（1／人件費の状況（普通会計決算）

　
本
市
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
お
け
る
予
算
及
び

給
与
条
例
審
議
の
際
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（参考）62年度の

　　　人件費率

　　　　21．56

B／A

19．19

入件費B

　　　rlI
2．！31．103

実質収支

ー
4

下
【
－

門
’59］

‘義ム昌吝頁A

　　　　　　τII

1，1〔）6，61）2

雪三主も聴本

　　台1脹人口

亡・3・31∫児イ1二

　12．381人．

分区

63年度

rされる1、、料、報酉珊等を含むノ、1†費には、牛、胃Il職に妬

（2）職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

へ当たり給与費
　（B、／A）

　　　　　　　r”
　　　　4，256

費与甲q

計　　B
　　　　　　　I

l．604，54

期末・勤勉手当

　　　　　　刊『

　436．697

職員手当

68［
ー

ワ
】

給　　料
　　　　　　　r円

1．039．986

職貝数A分区

・）臼1ご年度

1卍 職冒重当には．退職手当を含まない

（31特別職の報酬等の状況（平成元年4月1目現在）

　　期末・勤勉手当
’亡年度芝給割含

　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　61即1　　！．㌔川分　　　 一
　1明期　　2。51扮　　　一
　」同期　　o．5月分
　　r汁　　　4．9月分　　　

一

月　　　香貝　　　’、争

　　　812辱o⇔1．1円

料

料

　η1ピ1

亦口

分区

長
ll』

656『ooo円”役即」

582．o〔M．1円”収ノ＼段

4
　
9
、
　
5
　
8

Fi
1377，0⇔o円報ill川長H我

31’P『川）円月

293鮎川1円”

義

（4）職員の初任給の状況（平成元年4月1日現在）

1kI
宏用2年経j
H　糸合　料一ヤ

1脇り5〔叫［J

　lo8辱80⇔円

初任給
12！『lo叩J

lo2、200円

　　県

用2年経過
　糸合　半1・　害亘

133鮎500ill

l⇔呂～80011」

城冨

初任給
121『1いo円

lo2『201）円

百　　市　　　　　　　1『】

法定初狂．給

1コi辱lo叩l

lo2噂2川1∫

．
分
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ー
戸
「

聖
■
」

．
、

～

高1・セ・iノ
般伽1く職

5）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成元年4月1目現在）

虹β日耳

r／勾年三歯合

47．1歳

　　労　　務

／勾糸含’ノ・月宮貝

2鋸．一m7円

能技気㍑∬耳

・
目
バ

客」正サ痢1
U

・
亦J－．ドー

』
～
』ー

194唖〔14呂円

均年
s．lrl」’又

般　　行　　政

　』r昼」甜㌃与月害貞

　　269，259111

・
H
へ

客ヨトト特ヘ
ロ孫

必、F
分区

23s『1川円

2凪口照円　　濁5，li35円　　　：汎9111』　　　2629851）円　　303，97川　　　嘉．81：、》1

24〔1、475円　　　　　　　39．謂、　　22795川IJ　　　　　　　47．8Frヒ
1＝1［ll川‘lll：串．jl£p、、rl鉤トー［1，fr．lr膏』11、’1『1』馴Eil貼レlllllllケト1－1購f・一Il、1剛、勤肩簡，flIIIlrl．斜iを1∫IIニノS．・rd、る

巾

1
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r
l
1

1

（7）一般行政職の昇給期間短縮の状況

11・’げ錦毛川ll［llま。／1∫」1＝rll・IU、lllにP、jl£P、、rl鉤トー［1，fr．lr膏・11、1『1・」

6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成元年4月1日現在）

比
B

昇給期間を㌻縮して
手F糸含した耳哉員委女B

職員数、へ年度区分

9
気

∵
一！＼

1一
｝
｝

モ
一
『
，

25ヅ、hl－1年度

糸歪埠灸fF姿女20年

　1「loご嘱60口PJ

　241・1◎100ド1

糸氏鰭寅 年二委交1の∫毛

　193『7川円

　158．30001

分区

畠般1」’政職

高仁1で1

し
『
㌧

（8〉一般行政職の等級別職員数の状況（平成元年4月1日現在）

計

〆

25ヅ＼

1　級
野・技自I

I己

　呂〆、

2汲
主一昏・技良1
ソ1，置己

　一18／、

　　　，‘　午

主「ll・甲技

Ill：記

　4級
係長・王l
E’r

級一
〕

す
、H

、
1

級

「

6級一
イ

糸，壕8分区

季
耳

1呂・5竹lll・1－f

，，』ホr

　　　　　　　　　’「

　　　60！＼

7．〔『‘1，1

i15．レノ、

且
壮

当　
　
8

　
　
　
り
一

　
　
一
’

17べ

h l　i

ゴ
U
一
　
．
　
．
h

　
　
4

7．oρ脇
川）一げノ、il，5

ノ4414．4「ノ17．llIl．8
rノ

上堅一墜」巡

56ら52G臼1」

　　154下一lq

ド
　
　
ヤ

証
．

－

寮
腿稽L、給支

職員1／＼当たり支給年額

度年63

56．路7下一円額総
ウノ

裕支

154下・1月職員！人当たり支給年額

62年度

時
間
外
勤
務
手
当

【幽グ）静P蔓：と

異なる内容

倒の制度

との異同
容内

区
．
分

同　し

1．配偶者　16．1川ll

2．配偶者以外の廿糞1肪ll

　ア．2左まで、それぞれ4，51m円

　f．3人目から1ノ＼につき1，001．1円

　　1配偶者かない場含に。も一1ては

　そのうち1ノ、につき10．500円1

扶
　
養
　
手
　
当

lil』1一

1．借家、俗間に居住している職員

　ア．月詫rl20，500円以下ゐ「も（賃を芝

　　　彗ノ、一・ている職員、家陶1、ol川円

　　で，月額20．5口0円を超える■豪賃を

H
貝哉ハつ

O
し！

．

ブ
一イ之

　　　　　　　　　　　　　　　家ll－21

9，50D円＋一一一一

2亘辱川円を限度

2．白宅にlr【言Lしている職疑

　1，ll以1円1籍写、購べした住1計に、γ）

　　ては、新築、蝸尺のト1カ・ら起

　箇．Lて5年を粁、過するまでゐ間

　は2．5001」い

住

　

葺片

丁・

壷
ヨ

と．i劃II’し使

1・）ち旧レ㌦

壇賭は．国

度とlu』1一

己’、llII、窪1り1・

li髪、中．駐川

ll墾・1⊥ト』1「II趙

中うIllこll賭’

い’二，∫噛使

離　11岨ご

　5　　　　　　　　？　レけ・

　　　　　　『　一　　　　、　　　　　　　
＿　　　■

IIl－1，1川

音il

び9

』麺機閃ド利1－1賭

1ウllに要する1一虹1等ゐ1：II喜rf】II

たブご1｝、　1き㍉鞄1カ・21．0⇔llI」1をll宣

二
，

二しうr’・卜

　　　　　　21甲口川IIqを起i‘二るひ1
，1h川鮨旧＿＿一

　てコ，．1州1匠1沢度

＝，．と1坦1十1艮「1使用一片

　ア．i 【1粒、事使用者

　　　1｝1用距齢脂亘凶・“唄，LIによ

　　　り2，01叫1卜lo，40叫Ll

申．、IiIli山II動1卜甲、llllll搾l

l・ヒ1朋購IIFllIli亘＝km以1・． ：’北

り＝『1川円一13，0川［1

通

〃
炉
1『

旦

手

当

（平成元年4月1日現在〕

　　　　囲

9）職員手当の状況

市石
！

日区分

勤勉手当

0．5月分

0．6月分

一月分
1．1月分

（支給割合

　期末手当

6月期
　1．4月分

12月期

　1．9月分

3月期
　〔）．5月分

計3．8月分

勤勉手当

O．5月分

0，6月分

一月分
1．1月分

（支給割合

　期末手当

6月期
　1．4月分

12月期

　1．9月分

3月期
　〔），5月分

計3．8月分

期
末
手
当
　
勤
勉
手
当

一支給率1

　自己都合　勧奨・定年

勤続2り年

　21．o月分　28．875月分

勤続25年

33．75月分　 44，55月分

勤続35年

　47。5月分　　62．7月分

最高限度割

　60．o月分　　62．7月分

その他の加算措置

定年前∫IL期退職特例措置

　　　〔2「ノ，フ～2げンリ加算1

退職時特別昇給　1号14

1べ当たり・r均芝給額

1支給額｝

　自己都合　勧奨・定年

勤続20年

　21．0月分　28．875月分

勤続25年

33．75月分　　44．55月分

勤続35年

　47．5月うン’　63．525月ラテ

最高限度額

　6〔．1．o月分63．5蛎月分

その他の1川算措liず【i

定年前早期退職特例措iil・1

　　　　（2～2（1％1川iテ1口

退職時特別冒・給

　勤続20年以L　1号liモ

1／＼当たり一r均芝給額

　　丁』円　　19弓1馴丁・円

恨

職

手

当

職乎当1ノ＼当たり平均乏．給額は、前年度に退職しノ

種に係る圭臓員に、ヒ給された弔均額て、もる

』
．
L
L

－
，
で

〔

種職全

り
一

．
h
一1

蒐1．72g円

9f臼

区　　分
珂哉員．翁f仁1二lI

、める手当足糸1

耳故員o・1ンi正、lll条

　」ぐ糸r言4象耳哉」

　1尺当たり・1
∬」、芝着γ年三「吝u

　』乎当．ハfl摯ナ．

　〔丁二　当　　数l　l

i虫言己匹罫弔釘追串・玉「軌員㌧7樗寺々朱虹の弔，手当

f呆健才旨ヌ享業影万1追o罫1賊員、、石勾寺殉ミ勤致｝・手当

社会隔祉業務従『拝職員ゐ牛．1三殊勤務手当

特別勤務職員、71特殊勤務手当

市税事務従事職貝の特殊整か務手当

㌧
次
蜘
割
ゐ
分
ダ
い
手
止
ヨ

1盲f見事・影チ1粧‘拝耳哉員斗，If々睾望りず芳丁ち当

塩素洲酵ξ務fノヒ『拝職1∫い特ゲ1こ勤i芳丁一運

社会1耐rl務f卸1’垂職トい特く1『1く勤務丁＝」

保健指導イ、務従臼1呈職員．碍。1二殊勤務丁㌔II

才、1三別勤務職llの特殊勤丘芳丁二当

さ
れ
て
い
る
手
当

多
く
凸
職
貝
に
支
給

代
表
的
な
手
当
の
名
称

特
　
　
殊
　
　
勤

務
　
　
手
　
　
当

7



8

ク
ラ
ス
紹
介
⑲
深
谷
小

廷、句

Ilノ黛

7「

ノ、

〆広
怖、

　
深
谷
小
学
校
の
六
年
生
は
、
今
、
学

校
全
体
の
模
範
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
例
え
ば
『
先
生
方
に
会
っ
た
時
、
き

ち
ん
と
礼
を
す
る
』
『
業
前
運
動
の
時
、

全
員
が
、
半
そ
で
・
短
パ
ン
で
走
る
』

『
朝
会
の
と
き
、
ど
の
学
級
よ
り
も
早

く
き
ち
ん
と
な
ら
ぶ
』
『
廊
下
は
静
か

に
、
一
列
に
な
っ
て
歩
！
ゴ
な
ど
で
す
。

　
私
た
ち
の
学
級
は
、
男
子
十
二
名
、

女
子
十
六
名
、
計
二
十
八
名
の
｝
ク
ラ

ス
で
す
，

　時には、

男
子
と
女
子
の
意
見
の
合

　
　
　
‘
　
　
，
、
測
　
ー
↑
「
懲

隔
．
　
　
写

　
　
　
　
　
　
　
》
鰍
壕
、

曜
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
葡

　
　
　
　
　
糺
』
こ
　
．
弄
秀
帥

羅
臨
、

　
　
　
　
　
　
　
躍
ギ

載
警篇婬

糀
．
六
年
解
い
翻

わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
し
て
い

ま
す
．
、

　
担
任
は
、
伊
藤
右
二
先
生
で
す
。
先

生
が
担
任
に
な
っ
て
か
ら
、
他
の
先
生

方
に
「
六
年
生
は
と
て
も
変
っ
た
ね
。

立
派
で
す
ね
」
と
、
ほ
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
，

　
毎
朝
の
業
前
運
動
の
中
で
、
み
ん
な

の
大
好
き
な
の
は
、
た
て
割
リ
レ
ー
で

す
。
六
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
一

年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
の
下
級
生
を
指

導
し
ま
す
．
、
と
て
も
大
変
で
す
が
、
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
、

　
つ
い
最
近
、
学
芸
発
表
会
の
ポ
ス

タ
ー
を
六
年
生
全
員
で
か
き
ま
し
た
。

本
当
は
、
八
へ
の
ポ
ス
ダ
ー
が
選
ば
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
先
生
方
か
ら
「
今

年
の
六
年
生
、
絵
が
上
手
で
す
ね
」
と

言
わ
れ
て
、
二
十
八
人
全
員
の
ポ
ス

タ
ー
が
採
用
さ
れ
、
各
集
会
所
や
商
店
、

公
民
館
、
保
育
所
な
ど
に
は
り
出
さ
れ
、

み
ん
な
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
．
、

　
こ
れ
か
ら
も
、
下
級
生
の
模
範
に
な

り
、
信
頼
さ
れ
る
上
級
生
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
、
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ

ば
い
残
し
て
卒
業
し
た
い
と
み
ん
な
て

協
力
し
あ
っ
で
、
い
ま
す
：

仙
南
広
域
農
道

　
　
　
　
　
　
起
工
式
に
よ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
　
川
　
井

　
十
一
月
九
日
、
仙
南
広
域
営
農
団
地

農
道
整
備
事
業
「
仙
南
地
区
」
、
い
わ

ゆ
る
仙
南
広
域
農
道
西
線
の
起
工
式
が
、

白
石
市
深
谷
地
区
内
で
行
わ
れ
た
。
こ

の
事
業
は
、
東
線
と
含
わ
せ
て
仙
南
地

方
の
農
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
県

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
国
の
補
助
を

受
け
て
行
う
も
の
で
あ
る
，
一
般
に
は

受
益
市
町
村
が
、
推
進
協
議
会
を
つ
く

り
、
県
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
採
択
お

よ
び
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
多
い
。
西

線
は
、
白
石
市
蔵
本
か
ら
蔵
王
町
を
通

っ
て
川
崎
町
ま
で
の
総
事
業
費
六
十
へ

億
円
。
一
方
、
東
線
は
、
隈
西
農
道
と

属

¢
「
．

3

ゆみ　 ドのでゐな

　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
一

接
続
し
村
田
町
ま
で
の
総
事
業
費
五
十

億
円
、
平
成
七
年
に
完
成
の
予
定
で
あ

る
。

　
農
業
の
活
性
化
に
た
い
へ
ん
効
果
の

あ
る
農
道
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
仙
南
地

域
の
中
で
西
線
と
東
線
の
引
っ
張
り
台

い
が
始
ま
っ
た
。
推
進
協
議
会
の
会
長

を
お
お
せ
つ
か
っ
た
私
は
た
い
へ
ん
苦

慮
し
た
が
、
事
業
費
か
ら
み
て
も
西
線

か
ら
先
に
着
工
す
れ
ば
、
供
用
開
始
は

同
時
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
西
線
の

採
択
か
ら
お
願
い
し
よ
う
と
い
ろ
こ
と

で
、
東
線
の
区
域
で
あ
る
大
河
原
、
村

田
の
各
町
長
及
び
地
元
選
出
の
県
会
議

員
に
了
解
を
求
め
た
が
、
こ
れ
が
難
し

か
っ
た
こ

　
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
故
佐
藤
永

作
蔵
王
町
長
で
あ
る
、
独
特
の
エ
ビ
ス

顔
て
「
な
、
い
い
べ
や
、
後
で
借
り
返

す
が
ら
や
」
レ
是
り
回
り
、
翌
年
度
は

必
ず
東
線
の
採
択
を
実
現
す
る
と
い
う

約
束
の
も
と
に
、
何
と
な
く
ま
と
め
て

し
ま
っ
た

　
後
で
よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
谷

陶
長
も
、
県
会
議
員
も
、
こ
の
広
域
農

道
の
実
現
と
い
ろ
の
か
、
選
挙
公
約
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
て
あ
る
．

よ
・
＼
全
体
の
こ
と
を
考
え
で
、
納
得
し
で
、

い
た
だ
け
た
も
の
た
と
非
常
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
永
作
町
長
の
へ
柄
こ
そ

「
政
治
は
周
旋
で
あ
る
」
と
い
う
吉
田

松
陰
の
言
葉
を
具
現
し
た
も
の
だ
と
つ

く
づ
く
感
服
し
た
も
の
で
あ
る
、

　
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に

仙
南
広
域
農
道
西
線
・
東
線
の
二
年
連

続
の
採
択
に
向
け
て
猛
烈
な
運
動
を
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
波
状
攻
撃
が
あ
ま

り
に
も
し
つ
こ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
．
．
あ
る
と
き
、
県
農
政
部
の
次
長
及

び
農
地
三
課
長
、
そ
れ
に
佐
藤
永
作
町

長
と
私
が
、
本
省
の
某
係
長
に
す
ご
く

怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
そ
人
な
に

東
北
地
方
に
ば
か
り
、
広
域
農
道
を
つ

く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
、
殊
に
、
宮

城
県
の
場
合
、
も
う
二
、
三
年
く
ら
い

財
政
的
な
事
情
か
ら
待
っ
て
い
て
も
ら

わ
な
く
ち
ゃ
な
ら
入
と
、
・
あ
れ
ほ
ど
言

っ
て
る
の
に
」
と
い
う
こ
と
て
あ
っ
た
，

　東大の大

学
院
出
の
バ
リ
ヘ
リ
の
若

手
の
官
僚
て
あ
る
の
で
、
そ
の
へ
ん
の

人
情
の
機
微
を
心
得
な
い
点
も
あ
q
、
た

で
あ
ろ
う
が
、
正
論
て
あ
る
こ
と
に
は

間
違
い
が
な
か
っ
た
よ
・
つ
で
あ
る
、
し

か
し
、
こ
れ
で
は
ミ
も
フ
ダ
も
な
い

撫
然
と
し
て
私
た
ち
が
部
屋
を
出
た
途

端
、
永
作
町
長
が
ボ
ヤ
い
た
．
「
い
や

い
や
、
お
っ
か
な
か
っ
た
．
、
あ
ん
な
に

怒
ら
っ
た
の
は
、
俺
、
町
長
に
な
っ
て

初
め
で
、
だ
」
一
同
、
フ
ワ
と
吹
き
出
し
、

気
持
ち
は
い
っ
べ
ん
に
ほ
く
れ
、
遂
に

採
択
ま
て
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
，

　
永
作
町
長
さ
ん
、
聞
こ
え
ま
す
か

あ
な
た
の
宿
願
で
あ
っ
た
仙
南
広
域
農

道
建
設
の
檀
音
が
：
…

平
成
元
年
度

　
　
　
各
種
功
労
者
表
彰
式

邸
ー
ミ
魅
恥
シ
馬
ξ
．
暑
：
糞
オ
薯
ζ
き
§
…
辱
自
旨
旨
鞠
…
b
和
象
や
軽
ミ
き
き
』
；
』
も
ミ
き
隔
ミ
毫
’

細
　
去
る
十
一
月
二
日
、
市
役
所
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
元
年
度
各
種
功
労
㎜

脇
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
四
十
八
人
・
二
十
三
団
体
に
市
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
柵

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

甜
を
贈
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
・
　
”

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ

僻
　
最
後
に
、
自
治
功
労
者
の
佐
藤
三
雄
さ
ん
（
沢
端
町
）
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
…

…
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

げ
暴
堕
鴫
q
倒
陶
竃
暢
、
『
、
峰
奪
職
喚
・
こ
q
噸
、
駒
辱
弩
、
『
讐
こ
り
聖
蝿
「
唾
h
受
腎
§
㍉
嵩
腎
殉
『
、
環
賢
唾
～
匂
鴨
唾
軸
鴨
岡
曝
』
鶏
畦
璽
『
5

⑧‘
「
一
．

　　　　　　　　　　　　　　　　流

　　　　　　　　　　　　　　　　考

　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　　翼　　　　　　　　　二

ぞ
鴇

／
－

・
管
癖
、

煽

ψ
’

圏

澄
　　　　ド
　　　『r、、　　　　㎜賊r胸
　　　　　、　　　　　　『　』　　　　　　　　、　　一　　　　　　　　　～』蛎　　r

、
．
朧

平
成
元
年
度

　
　
　
　
各
種
功
労
者

特
別
自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

　
　
小
山
　
惣
策

自
治
功
労
者

佐長平八佐
藤沢間島藤

三
雄
・
加
賀
今
朝
男

幸
吉
・
日
下
　
百
人

陸
男
・
高
橋
喜
多
雄

　博・

制
野
　
昭
市

仲
弐

納
税
功
労
者

　
　
橋
本
納
税
貯
蓄
紐
含

　
　
八
宮
原
納
税
貯
蓄
組
台

　
　
新
町
第
三
納
税
貯
蓄
組
台

　
　
中
郡
山
納
税
貯
蓄
紐
合

　
　
南
舘
　
盛

衛
生
功
労
者

　
　
東
益
岡
公
衆
衛
生
紐
台

　
　
寿
町
公
衆
衛
生
組
合

　
　
越
河
五
区
公
衆
衛
生
組
合

　
　
斎
川
四
の
一
公
衆
衛
生
組
合

　
　
大
平
第
一
公
衆
衛
生
組
合

　
　
大
鷹
沢
第
一
公
衆
衛
生
組
ム
・

　
　
白
川
第
六
公
衆
衛
生
組
合

　
　
福
岡
滝
上
公
衆
衛
生
組
合

　
　
福
岡
不
忘
公
衆
衛
生
紅
合

　
　
小
原
赤
井
畑
公
衆
衛
生
組
合

産
業
功
労
者

　
　
佐
藤
　
朝
治
・
遠
藤
　
倉
雄

　
　
下
戸
沢
牧
野
農
業
協
同
組
含

　
　
石
川
篤
次
郎

　
　
不
忘
・
・
、
セ
ス
会

教
育
功
労
者

　
　
柿
崎
　
六
郎
・
渡
辺
和
三
郎

　
　
高
僑
　
卓
一
・
佐
々
木
敏
雄

　
　
菊
地
ゆ
き
子
・
大
槻
昭
一
郎

　
　
菅
野
　
秀
夫
・
佐
藤
　
貞
治

　
　
制
野
は
つ
ゑ
・
菊
地
　
久
雄

　
　
斎
藤
　
　
秀
・
仙
南
歌
尺
会

　
　
蔵
王
俳
句
会

　
　
白
石
市
本
郷
第
三
自
治
会

社
会
福
祉
功
労
者

　
　
菅
野
　
と
き
・
酒
井
　
寛
，
旧

　
　
東
山
　
正
孝

公
安
消
防
功
労
者

　
　
斎
藤
　
和
男
・
大
庭
　
武
キ
、

　
　
斎
藤
　
芳
キ
、
・
鹿
て
　
　
昇

　
　
樋
口
　
祝
郎
・
火
野
古
五
郎

　
　
白
石
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
越
河
支
部

　
　
大
平
地
区
婦
へ
防
火

　
　
　
　
　
　
ケ
ラ
フ
庫
宏
口
褒
一

篤
　
行
　
者

　
　
小
片
　
良
央
・
白
石
　
宗
靖

　
　
小
熊
　
庄
吉
・
邑
　
　
豊
ニ

　
　
セ
コ
ム
株
式
会
社

　
　
セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社

　
　
故
鈴
木
美
枝
子

　
　
伏
見
　
洋
一
・
柳
原
　
　
誠

　
　
　
　
　
へ
市
職
員
を
除
く
｝

鈴
お
い
て
、
　
　
　
　
　
“
“

笹
国
た
会
が
開
か
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
爵

帰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

脳岨
元
に
奉
仕
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脅

山
公
園
の
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

柵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唇

皿
　
　
　
　
　
　
　
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

㎜若
者
で
、
郡
山
青
年
会
を
結
成
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

驚
契
し
た
　
　
皿

侃
　
　
　
　
　
　
ハ

事
＋
多
　
　
ハ

漕
纏
簸
霧
　
　
皿

帰
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

偲
け
ら
れ
て
い
ま
寸
。
　
　
　
　
　
　
　
冊

爾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

監
園
蕎
　
　
　
㎜

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

輯
輪
鴫
労
童
し
て
昨
年
表
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

活
動
が
認
翰
れ
、
　
　
　
㎜

臣
感
謝
状
の
受
彰
と
な
り
ま
し
た
、
　
　
恥

　心

き
　
　
　
　
㎜

算
険
ー
．
』

。。

今
後
の
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
奪
．

白
石
郡
山
青
年
会

　
　
建
設
大
臣
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
る

　
十
月
二
十
ヒ
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

　
　
　
　
　
　
　
白
石
郡
山
百
年
会

　
　
　
　
　
ρ
謝
状
を
受
け
ま
し
た

　
郡
山
青
年
会
は
、
昭
和
囮
十
．
一
、
年
、

　
　
　
ラ
づ
の
仲
間
囮
＾
、
で
「
飼
か
地

　
　
　
　
　
ピ
い
う
こ
レ
一
て
、
ル
、
萩

　
　
　
　
　
ン
与
ス
門
1
ぼ
の
た
め
、

　
｝
一
、
桜
の
会
』
；
　
花
足
し
ま
」
た

　
昭
和
四
十
五
年
、
趣
旨
に
賛
同
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
ム
園
の

　
ー
イ
　
除
草
・
植
樹
な
ど
の
事
業
を
字
、

　
そ
の
後
も
奉
仕
活
動
か
続
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
ら
は
、
各
瞳
此
念
榊

　
　
　
　
　
県
外
か
ら
の
結
婚
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
も
続

　
昭
和
六
十
三
年
度
都
市
緑
化
及
び
都

　
　
　
　
　
保
全
・
美
化
運
動
に
お

　
こ
の
長
い
問
の
郡
山
青
年
会
の
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
度
は
建
設
大

　
現
在
で
は
、
地
区
の
運
動
会
、
盆
踊

　
　
　
　
子
ど
も
会
活
動
な
ど
、
地
区

『
i
；
ー
ー
ー
多
」

価　⑳
　
　
　
都
市
緑
化
都
市
整
備
推
進
翁

聾

9



fO

わ
が
家
の
味

へ
の
診
臼
勿
暫
申
シ
リ

鶏
肉
と
野
菜
の
炊
き
こ
み
ご
飯

　
パ
セ
リ
を
の
せ
色
ど
り
を
加
え
る
。

※
パ
セ
リ
や
、
紅
し
ょ
う
が
、
の
り
な

ど
を
の
せ
、
食
卓
を
華
や
か
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

〔
材
料
〕
（
6
人
分
）

　
米
4
合
、
鳴
肉
捌
9
、
に
ん
し
ん

　
慨
9
、
ご
ぼ
ろ
5
0
9
、
生
し
い
た
け

　
小
5
枚
、
い
ん
げ
ん
罰
9
、
パ
セ
リ

　
少
々
、
油
大
さ
じ
3
、
酒
大
さ
し
2
、

　
し
よ
う
ゆ
大
さ
じ
6
、
さ
と
ろ
少
々

〔
作
り
方
〕

①
米
を
洗
い
、
一
時
間
！
、
ら
い
水
気
を

　
切
り
、
釜
に
入
れ
る
．
、
米
と
同
量
の

　
水
を
用
意
す
る
．
．

②
鶏
肉
を
小
さ
く
切
り
、
し
ょ
ろ
ゆ
大

　
さ
じ
2
、
酒
大
さ
じ
ー
に
つ
け
る

　
へ
約
3
0
分
問
）

③
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
、
し
い
た
け
を

　
千
切
り
に
し
、
い
ん
け
ん
は
斜
め
に

　
切
る
、

④
な
べ
に
油
大
さ
し
3
を
天
れ
、
熱
し

　
で
、
か
ら
③
を
入
れ
て
い
た
め
、
少
し

　
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
か
ら
②
を
加
え

轡
臨瀦

八巻フユヲさん（郡山）

　
て
い
た
め
る
．
．
し
ょ
ろ
ゆ
大
さ
じ
4
、

　
酒
大
さ
じ
ー
、
砂
糖
少
々
で
味
を
つ

　
け
、
汁
が
な
く
な
る
ま
で
、
煮
つ
め
る
，

㊦添）と

①
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
水
を
加
え

　
f
、
炊
く
．
．

⑥
1
5
分
程
む
ら
し
、
お
わ
ん
に
盛
り
、

、ノ

　
【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】

　
　
　
　
　
こ
ぼ

ご
ぼ
ろ
は
、
中
国
か
ら
一
千
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
に

　
　
辱
陛

　
習
予

　
！
　
■

　
．
響
蝕
、

．
蟹

う
に
つ
い
て

－
も
前
に
薬
草
と
し
て
伝
え
ら
れ
、

　
溶
け
な
い
食
物
繊
維
を
豊
富
に
含
む
た

　
め
、
腸
の
働
き
を
活
発
に
し
、
血
圧
を

　
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
．
．

　
　
日
本
で
食
用
と
さ
れ
て
い
る
の
を
、

　
オ
ラ
ン
ダ
医
シ
ー
ボ
ル
ト
が
尾
て
ヨ
ー

　
ロ
ワ
ベ
／
、
持
ち
帰
り
ま
し
た
か
、
外
国

’
べ
の
口
に
あ
わ
ず
、
食
用
レ
一
し
て
い
る

　
の
は
日
本
な
た
け
で
す
、

　
　
特
有
の
香
り
は
、
肉
や
魚
の
臭
い
を

　
消
し
、
こ
れ
ら
の
う
ま
味
を
引
き
出
す

　
働
き
も
あ
り
ま
す
．

　
　
ご
ほ
う
を
買
ろ
と
き
は
、
十
円
硬
貨

！
、
ら
い
の
大
さ
て
、
全
体
に
同
し
太
さ

　
の
も
の
が
良
ー
、
葉
の
つ
け
ね
近
く
に

　
ひ
び
の
入
っ
で
、
い
な
い
も
の
で
、
黒
ず

ん
で
い
な
い
も
の
か
良
品
で
す
，

　
ご
ぼ
う
の
風
味
は
、
主
に
皮
に
あ
り

ま
寸
の
で
、
た
わ
し
で
こ
す
る
か
、
包

丁
の
背
で
ク
て
ぎ
、
皮
は
な
る
べ
く
残
し

た
方
が
お
い
し
く
仕
上
が
り
ま
す
。

　空気に

触
れ
る
と
切
り
口
が
褐
色
に

変
色
し
ま
す
の
f
、
、
す
ゐ
、
に
水
に
つ
け

て
ア
ヶ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
つ
け
で
、
お
い
た
水
が
黒
く
な
っ
て
も

替
え
な
い
〃
か
よ
リ
ア
ケ
が
抜
け
、
白

，
■
、
な
り
、
見
た
目
も
き
れ
い
で
す
、

　保

存
す
る
場
合
は
、
新
聞
紙
に
包
み

乾
燥
を
防
ぎ
、
冷
暗
所
へ
保
荏
し
で
、
お

き
ま
す

　
土
つ
き
の
二
ほ
う
は
、
卜
中
に
埋
め

で
、
お
け
は
長
期
問
保
存
て
き
ま
寸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　ニ』二』　　　　　　　　　』　　　　　　　二1　　　　　　』　　　　ニ
　　　ニ
』」

　　巾上昇品目
　　　マーガリン・ラ・’プ・灯汕（店野1

　　　配達1・しキュラーカソりン9軽
　　　油・～・ケー・洗濯用含成洗剤
　　 2下降品目
　　　百少下唐・ノト麦特∫

　　 31横はい品目

　　　しょらしΦ・サラケヤ山・食パン・’卜

　　　乳・テ1’づ　ヘーへ一・カレー
　　　ラ・ゴフ、・理父II・ヘーマネント

　　　月・ワロバニ・カア・即席中1撫め
　　　ん・農1唆∫吹斜

　　1上昇品目
　　　ヒ’ようゆ・十トラ㌻残由・マーカII

　　　ン・ラ・ワ・カし一ラ1～ス・理髪
　　　斜・へ一マ了・！1｝レ灯測1〔店

　　　配【」・Lキュη一カソ11ン・1軽
　　　ぞ由・ワロヘンカス

　　2下降品目
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国
民
年
匡

国
民
年
金
の

　
　
保
険
料
は

　
　
　
　
納
め
ま
し
た
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
忙
し
い
と
、
つ
い
ら
っ
か
り
納
め
忘

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

　
ω
ロ
座
振
替
の
利
用

　
回
納
付
組
合
へ
の
加
入

　
　
を
、
お
す
す
め
し
ま
す
．
．

他
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る

　
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
で
、
い
る
人
が
、

恩
給
・
厚
生
年
ム
平
各
種
共
済
組
台
な

ど
か
ら
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

老
齢
福
祉
年
金
を
一
部
、
あ
る
い
は
全

額
支
給
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
ゐ

に
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
．
、

　
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
老
齢
福

祉
年
金
が
余
分
に
支
払
わ
れ
、
あ
と
で

返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
，

　
ま
た
、
次
の
場
台
も
届
け
出
が
必
要

で
す
。

①
二
十
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎

　
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

　
た
方
が
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
障
害

　
基
礎
年
金

②
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て

　
い
た
方
が
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
遺

　
族
基
礎
年
金

①
・
②
の
受
給
者
も
老
齢
福
祉
年
金
と

同
様
に
支
給
停
止
と
な
り
、
い
ず
れ
か

一
方
の
年
金
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
届
け
出

て
，
＼
だ
さ
い
こ

難
一
一

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

　
　
　
こ
と
の
あ
る
方
へ

　
過
去
に
国
民
年
金
の
保
険
判
の
納
付

か
困
難
て
免
除
さ
れ
た
期
間
は
，
将
来

多
！
、
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
．
．

　
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
分
を
納
付

す
る
場
台
は
当
時
の
保
険
料
額
て
す
が
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
以
後
分
に
つ
い
て

は
加
算
額
が
あ
O
ま
す
、

　
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
は
、

よ
り
多
，
－
、
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
『
追
納
』
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ

　
詳
し
！
、
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
智

二
五
ー
二
】
一
一
（
内
線
）
二
二
七
へ

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

り
　
　
り
　
ら
　
　
隻
　
　
も
　
　
噂
　
　
幅
　
　
ら
　
　
ら
　
　
も
　
　
し
　
　
㌧
　
　
・
　
知
　
　
奄
　
　
ら
　
　
ら
　
　
」

一
こ
ん
な
と
き
に
は
、
　
　
　
・

．
　
申
請
に
よ
り
療
養
費
か
　
・

一
　
　
払
い
戻
さ
れ
ま
す
　
・

・
　
次
の
よ
う
な
場
合
、
費
用
の
全
額
を
、

’
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
．

．
適
用
分
二
般
国
保
の
場
合
は
七
割
・

・
等
）
相
当
額
が
、
払
い
戻
し
に
な
り
ま
．

・
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
．
彊
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
で
・

’
　
非
保
険
医
で
受
診
し
た
り
、
保
険
証
9

。
　
を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き
　
　
．

．

②
医
師
の
指
示
で
、
あ
ん
ま
・
ハ
リ
・
・

・
　
灸
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き
。
　
　
φ

’

13、

医
師
が
必
要
と
認
め
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、

・
　
な
ど
の
治
療
用
装
具
を
つ
け
た
と
き
・

・
4
基
準
看
護
を
行
っ
て
い
な
い
病
院
な
’

δ
　
ど
で
病
気
が
特
に
重
い
と
か
、
手
術
、

．
　
の
直
後
で
看
護
人
を
つ
け
た
と
き
　
　
・

：
5
重
病
人
の
入
院
、
転
院
な
ど
の
た
め
。

。
　
車
で
移
送
し
た
と
き
の
車
代
　
　
　
　
．

．
※
④
）
二
⑮
と
も
医
者
か
必
要
と
認
め
た
・

・
場
な
・
に
限
り
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
’

一
　
看
護
お
よ
び
移
送
に
か
か
る
費
用
の
　
．

、
申
請
に
つ
い
で
、
は
、
緊
急
そ
の
他
や
む
’

・
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
を
除
い
．
矢
‘

’
事
前
承
認
が
必
要
で
す
，
　
　
　
　
　
．

．
　
申
請
お
よ
び
相
談
窓
ロ
　
　
　
　
　
　
・

・
　
・
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
医
療
’

‘
　
　
受
給
者
は
保
健
衛
生
課
　
　
　
　
　
、

、
　
・
社
会
保
険
の
方
は
、
加
入
し
て
い

ゆ

・
　
　
る
健
康
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　
。

’
　
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
智
二
五
1

、
二
二
一
（
内
線
）
六
〇
四
・
六
〇
五
ヘ
ド
・

こ
存
知
で
す
か

　
　
住
宅
の
火
災
保
険

…
・
ム
ダ
な
保
険
を

　
　
　
　
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
：
：

　
な
じ
み
の
深
い
火
火
保
険
で
、
あ
ら
ま

す
が
、
仕
組
み
に
つ
い
で
、
あ
ま
り
知
ら

れ
で
、
い
な
い
よ
う
で
、
す
．
．

「
火
災
に
あ
い
、
二
社
に
火
♂

掛
け
て
い
た
が
、
一
社
か
ら
は
支
払
、
え

な
い
と
い
わ
れ
た
」
と
か
「
保
険
会
社

か
ら
保
険
額
の
増
額
を
勧
め
ら
れ
、
一

千
万
円
の
保
険
に
入
っ
た
ら
、
別
な
保

険
会
社
の
べ
か
ら
、
こ
の
家
て
は
五
百

万
円
以
上
の
火
災
保
険
を
掛
け
ら
れ
な

い
は
す
と
い
わ
れ
た
」
な
ヒ
、
い
ろ
い

ろ
な
相
談
が
あ
り
ま
す

場
家
の
時
価
以
上
の
契
約
は
ム
ダ
で
す

　
五
百
万
円
の
評
価
の
家
に
．
千
万
円

の
保
険
を
か
け
て
も
、
支
払
わ
れ
る
保

険
金
は
五
百
万
円
で
、
す

　
俗
に
い
う
「
焼
け
太
り
一
と
い
う
こ

と
は
実
際
に
は
あ
り
ま
せ
入

ζ
契
約
の
ポ
イ
ン
ト

ω
ま
ず
種
類
を
知
る

　
火
災
保
険
〔
損
保
》
に
は
た
き
，
、
分

け
で
、
四
種
．
唄
が
あ
り
ま
す
　
ま
た
、
損

保
の
他
に
、
地
域
や
職
場
の
協
同
組
台

の
実
施
し
て
い
る
火
災
共
済
も
あ
り
、

掛
け
金
が
安
い
な
ど
の
特
徴
を
も
っ
で
、

い
ま
す
c

口
掛
け
捨
て
か
、
長
期
の
積
立
て
か
を

　考える

囚
保
険
金
額
の
決
め
方

　時価の

正
し
い
評
価
が
大
切
で
す
、

　　　，硲Pへ
　
　
　
　
∠

説
明
を
よ
・
、
閲
き
、
・
、
他
社
に
も
．
損
け
、
汽
、

あ
れ
は
、
保
1
’
を
・
西
・
計
し
で
、
決
め
る

こ
レ
一
か
必
要
で
、
ず

　
こ
の
他
、
地
震
の
場
命
　
　
祢
則
の
場

台
の
保
険
の
劉
け
ヶ
な
』
に
も
問
題
か

翫
、
、
見
！
、
冥
け
ら
れ
る
よ
ら
ベ
ー
、
す

　
セ
ー
ル
ス
の
ノ
、
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

ム
ヤ
な
保
険
料
を
払
い
続
け
で
、
い
た
と

か
、
数
種
類
の
保
険
を
重
複
し
で
、
捌
け

イ
、
い
た
な
と
と
い
う
こ
と
の
無
い
よ
う

に
、
保
険
も
一
つ
の
高
額
な
商
品
と
考

え
で
、
、
賢
い
買
い
物
を
し
ま
し
よ
う
，

旧
火
災
保
険
で
い
う
家
の
時
価
は
、
売

　
買
価
格
や
固
定
資
産
税
課
税
上
の
計

　
価
レ
異
な
り
、
再
築
価
格
か
ら
減
価

　
｛
年
月
の
樒
過
に
よ
る
減
価
格
）
を

　
差
し
引
い
た
も
の
で
す

　
消
費
生
活
の
問
題
は
、
消
費
生
活
相

談
｛
至
酋
二
五
ー
↓
二
一
ご
内
線
二
三

へ
へ
、
こ
相
臥
！
・
だ
ざ
い
．

”



凋卜

離
　
『
、
　
執
匪
「

櫓
　
　
雀
．

　
篇

卿
桝
、
－

野
や
筆

孚
　
ぜ
．

も、

　
第
十
二
回
白
石
市
農
業
祭
が
、
十
｝

月
十
一
・
十
二
日
に
、
市
内
各
会
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

　
恒
例
と
な
っ
た
登
別
市
の
観
光
と
物

産
展
も
開
か
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
類

璽　
講

　
7

　
　
　
　
　
儂
騨
蜘

　
　
　
黒
　
　
　
　
p
・
嗣
㌧
等

　
　
　
　
　
》
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
十
宝

　
　
　
　
　
脚
、
嵩
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
調
　
一

　
　
感
｛
誉
N

　
　
壷
♂
こ
嘗

　
　
　
　
　
　
　
揖

　
　
　
　
凄
　
痴

　
　
　
ξ
二
　
皿

　
　
　
　
　
　
、
’
峯

　
　
　
　
！
　
ン
　
戸

A
　
　
　
x
ご

　
　
　
〔
〆
、

　
　
　
一
、
蓄
暁

麟
轡琴殉廼

褻〆
レ響響

，
識
蚤
ン

を
は
じ
め
、
新
巻
サ
学
、
ト

コ
、
各
種
珍
味
、

気
が
集
中
し
ま
し
た
，

　市

民
会
館
入
口
付
近
で
は

っ
ぱ
市
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

「
も
ち
つ
き
大
会
」
の
テ

は
、
長
い
列
が
続
き
、

会
員
の
つ
！

食
べ
て
い
ま
し
た
．
、

　
な
お
、

一
『

　
　
　
　
　
　
　
　
筋
子
、
ヤ
ラ

　
　
　
　
　
　
熊
ま
ん
じ
ゅ
う
、
ヘ

ダ
ー
あ
め
な
ど
北
海
道
の
特
産
品
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
土
曜
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
手
づ
く

り
の
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
農
村
機
能
集
団

　
　
　
　
・
る
も
ち
を
お
い
し
そ
う
に

　
　
　
も
ち
つ
き
大
会
で
は
、
三
万

七
千
九
百
円
の
募
金
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
白
石
市
農
村
青
年
機
能
集

団
会
長
木
村
庄
悦
さ
ん
が
、
白
石
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た

◇

　
　
　
　
、
，
韓
葬
麺

　
　
　
／
談
、
鯉
籔
、

　
　
　
　
齢
賦
遵
、
諏

　
　
　
＼
『
”
　
　
“
門
膜
を

　
　
　
ぐ誌

　
　
　
　

擁
　
　
　

　
　
　
　
．
糖
r

誌
翼
、
憩

だ
塾
馳
境
内
に
あ
り

珠
菩
薩
、
日
本
．
．
一
文
珠

米
沢
に

の
一

　
正
、
平
年
中
、

　
北
畠
卿
こ
の
地
に
あ
り
、

－
、
　
た
．

と
「
刈
田
郡
眈
」

　
之
珠
堂
の
あ
る
た
聖
与
は
、

三
沢
諮
合
に
あ
り
、
コ
一
．
沢
」

旧
”
ヒ
寸
ヒ
，
　
ノ
ー
」
　
つ

中
H
f
カ
ジ
5
．
乙

沢
」
・
「
深
沢
」

　
た
聖
寺
裏
山
に
位
置
す
る
一

　　　　　　「羅　　　　　蓼　　　避

　一ニィ
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
適

◇…

　沢朝三　 としび）　　グ）米珠
たL時沢之r　’高北正 一沢菩1ノく
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す，垂1めモ．lj・かた高りトタ、fムさ＿り

るか地沢はれる蔵・紀師れ他
　れ名L　’て由寺後開春てに本
沢ててはたいををに基日い京尊
城いr南鵬る1ム修伊’一 f乍る都は
はる見北沢 う理具　

1

｝と、虻：

　
蜘 ゼなえま

　
　
　
　
　
　
・
謡
騒
　
　
：
多

鐵
翌
．
、
聡
曝
　
毅

伊
具
郡
を
通
り
阿
武
隈
川
に
出
る
重
要

な
街
道
の
メ
、
口
に
面
し
、
白
石
盆
地
を

見
下
ろ
せ
る
平
場
山
の
山
頂
に
あ
っ
た
．

こ
こ
か
ら
、
大
町
を
経
で
、
高
田
川
の
上
流

に
出
れ
ば
、
金
ケ
瀬
ヶ
面
に
抜
け
る
占

道
が
あ
り
、
大
軍
勢
を
動
か
す
に
も
適

し
て
い
た
、

　南党方

の
北
畠
卿
信
は
、
北
党
勢
の

充
満
す
る
本
道
を
避
け
、
北
進
を
狙
う

格
好
の
根
拠
地
と
し
で
、
こ
の
地
を
選
ん

た
の
て
あ
ろ
う

　
「
相
馬
文
・
」
正
乎
し
年
〔
．
三
五

二
二
二
月
十
し
日
付
け
の
相
馬
親
胤
宛

古
良
貞
家
軍
勢
催
促
状
に
は
「
今
月
卜

地とか郡守四r田は　北多二二白ゐを顕拠とF’七
領あ　’見宛ヲ｛一fil・長膚｛朝賀【～’r山i魑信．i也あ〆トEI
主り、替Jl伊11達伊ltI菖内国｝　・間りせてる手
て　　　　」也　藤　倖　　一　正　貝　（弓　二　乱　1打　賦．キ　部　則　　二　1軋　　　保　ゴ自

あ　’た　と　LH　riI，」　㌧　流　　・　り　年　の　う・ド　ロ　を　武　J　l　’　こ　・　信

つ町㌧ノゴ宗引い1港用IFI頃ギ抜隈城’ンニラて卿

総註、纏虐撰獲麟聴別静lll講輩
とのを㌧11［i・・けlllri・’fl』r肩11二f・lb4二～／”㌧し二－
推頃」くflilIl！一、㍉1，し、地そ一　す　’てll｛鐸　’3には」ノ1三

測で戸ず田に1こ西』の伊る随あ）う．、掛貞し」く南き沢
さ　IJ、涯相　r川』』1卜『’伍達　　州／）Ilj掛・田　　ぜ！一克籠を

れなす当く『h読溶　の泊畑H麦月上らのる1、窒
る『rL　の田刮　　　　く1』r圭　　「荷　　力’の画　　れ根一　、じ・r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f2

　
　
ー
理
郡
を
■
地
』
し
た

　
　
　
　
　
　
し
酉
準
　
、

　
　
　
　
　
　
　
▼
噌
　
「
唖
ー

　
　
　
　
　
　
和
田
相
当
の

賛
地
と
し
て
二
れ
を
義
し
進
す
」

　
大
町
氏
か
こ
の
頃
右
り
な
在

　
　
　
　
　
レ
一
推
測
y
、
一
れ
る

　
　
　
　
　
・
白
百
市
更
他
一

ア
イ
ド
ル

趣瀞わが家の

ハ
爪
尋
　
食
り

ぐ
忠
串
“
倉
O

ρ，
　　　　　　　　　ゲ

　　　　ノ｝夢’、訳

　　　敏’。γ♪：誇斗、

　　　’・鳶．1※1ウ驚

渋谷　和典君1深盈
　郁夫さん、孝．子さんの長男

ママからひとこと
』』いつも心に夢をもちつつ“

　　　　ける明るい子になってネ
パパからひとこと
“感受性の豊かな子に

　　　　　　　　育ってほしい

献♪o猷2δ（処）6ぐ贈o◎

6
δ
◎
惑
“
食
6
㊤
◎
ゆ
萱
（
ひ
①
ウ
倉
o

市
民
文
芸

圏
圏
川
股
兵
三
選

木
洩
れ
日
の
光
も
静
か
深
み
ゆ
く
秋
の
わ
が
庭
に

木
犀
匂
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

夫
の
戦
友
に
菊
を
手
向
け
し
彼
岸
入
り
二
十
五
歳

の
行
年
哀
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

征
く
夫
が
神
前
に
手
を
合
わ
せ
た
る
最
後
と
な
り

し
姿
偲
ば
る
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

紫
の
滴
光
れ
る
つ
ゆ
草
の
群
れ
咲
く
中
に
母
の
碑

耀
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

秋
日
射
す
無
人
の
駅
に
待
ち
居
れ
ば
色
づ
く
樹
々

に
野
分
ざ
わ
め
く
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

　
　
　
　
　
せ
な

稲
刈
り
の
親
子
の
背
に
夕
日
射
す
を
高
架
橋
よ
り

は
る
か
見
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

「
わ
た
し
の
顔
」

　
佐
藤
さ
ゆ
り

（
福
岡
小
1
年
）

1’・藤睡醗

敬
老
の
日
に
わ
が
孫
が
買
い
く
れ
し
カ
ラ
ン
コ
エ

の
鉢
植
赤
く
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

老
の
身
に
日
増
寒
さ
の
身
に
泌
み
で
、
秋
の
雲
り
の

ひ
と
日
寂
し
き
　
　
　
　
　
　
　
村
上
マ
ツ
エ

今
日
も
ま
た
す
こ
や
か
な
れ
と
祈
り
つ
つ
朝
も
や

の
中
を
夫
と
歩
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

風
船
を
頼
に
寄
せ
合
い
走
り
ゆ
く
親
を
み
つ
め
て

孫
は
よ
ろ
こ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

「
評
」
今
年
も
師
走
と
な
り
ま
し
た
。
．
あ
わ
た
た

し
い
日
常
生
活
の
な
か
に
、
自
分
の
感
情
を
短
歌

を
通
し
て
表
現
で
き
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

「
広
報
」
は
文
芸
誌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
の
発
表
は
、
市
民

の
声
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　年毎に

短
歌
愛
好
者
が
増
え
、
投
稿
も
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
の

クサ
　
“
麟
㌦
群
年
・

作
品
を
発
表
寸
る
よ
ろ
心
が
け
て
い
ま
す
が
、

稿
す
る
前
に
作
品
を
さ
ら
に
推
稿
し
て
投
稿
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
，

牧
の
灯
に
乳
の
匂
ひ
や
虫
し
ぐ
れ

日
曜
を
親
子
三
代
棚
田
刈
る

体
育
の
日
に
あ
や
か
り
て
体
操
す

芒
野
や
い
つ
も
ど
こ
か
で
揺
れ
て
を
り

秋
の
燈
に
ゲ
ー
テ
の
詩
集
読
み
返
す

脇
道
に
夕
日
と
ど
か
ず
実
む
ら
さ
き

コ
ス
モ
ス
や
鐘
ひ
び
｝
さ
ゐ
る
時
計
塔

高
き
空
雲
の
近
♂
、
を
飛
ぶ
あ
き
つ

風
邪
癒
え
て
干
物
か
け
ぬ
鰯
雲

水
溜
り
庭
に
輝
く
十
三
夜

幽
鈴
木
・
　　　瞬わたしのケ
　　　る投　、、櫨難曳齋

タ」躯な謄「謬．1．．・・糞
墾拠崇・，，，愚、多雛

　
二
選

佐
藤
　
周
子

草
野
　
美
沙

高
橋
和
歌
子

日
下
　
　
文

若
桑
源
治
郎

赤
問
た
か
子

佐
藤
　
善
夫

勅
使
瓦
令
造

近
内
　
キ
ヨ

高
子
　
　
橘

　
　
　
　
　
　
牧
場
の
牧
舎
に
も
灯
が
つ
い
た
，

そ
こ
は
か
と
牛
の
乳
の
匂
い
が
し
て
い
て
、
虫
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
静
寂
さ
も
感
じ
ら

　
　
　
　
日
曜
日
で
な
け
れ
ば
三
代
は
そ
ろ
わ

　
　
親
子
三
代
で
稲
を
刈
る
農
家
の
景
で
あ
る
、

　
三
旬
目
、
病
ま
れ
る
作
者
な
が
ら
、
体
育
の
日

な
の
で
厳
し
い
運
動
は
で
き
ず
、
せ
め
て
体
操
を

す
る
．
、
健
康
法
の
一
つ
で
も
あ
る
，

〇
十
二
月
の
例
会
日
は
、
十
二
月
二
十
四
日
帥
午

後
一
時
よ
り
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

一
番
一
号
V
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。
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民生委員・児童委員のお知らせ
12月1日付で次の方々が、厚生大臣から民生委員・児

童委員に委嘱されましたのでお知らせいたします。

生活保護・児童福祉・母子福祉等について相談に応じます。

1．白石地区（26名）
氏名

阿部孝亮

佐藤　宏
小室正司
加藤美恵子

徳力紀子
菅野とき

濱田英子
山田はつ

有信辺渡

佐藤セツ

川股兵三
甲羽良平

佐藤信子
八島千恵子

安藤芙貴子

若桑　源治郎

宍戸廣乃

荒井光代

吉野芳子
高橋文雄
佐藤　武

佐藤恭予
大槻　眸
日下とみ子

半田すみ子

大庭よし子

担当区

南　町
田町（東）

田町（西）

本　町
中町・長町

亘理町
短ケ町
新　町
西益岡
中益岡
東益岡
清水・J・路

寿　　町
柳町（東部）

柳町（南部）

本郷第一

本郷第二
季く妥郎・第二三

（イL部）
本鋤∫㌶∫三
（南部》

本郷第四

寿　 山

贈
果

鷹刷

緑が丘
旭　町
上郡山
郡　 山

・1・下倉

2．越河地区
氏　名

八島とみ子

佐藤芳郎
八島ヤイ

高橋　稔
八巻

谷津幸穂

斎藤正欠
東山正孝
3．斎II
氏　名

半澤幸蔵
二孝橋高

高橋ミナ子

佐藤ミワ

佐藤一二

担当区

1の一・部2

1の　・部

4
56の一部

立
悶の6

7の　一部
δ

10

地区

1　　2

1電話）

25－3893

25－2834

26－3172

25－5551

26－3367

26－2302

26－2873

25－4661

25－4514

25－2246

26－2427

25－4119P

25－2783

25－2065

25－4240

25－2628

25－2644

26－33δ3

25－2609

25－3029

25－29δ8

25－6472

25－6627

25－3δII

25－3056

26－3679

（8名）

）舌言電（

2§一2738

『
’

21・
δ

9
臼

28－29i）8

8［
a6ウ9一8ウ臼

2δ一2613

28－2419

2δ一2537

ウ
】

ウ
一89一

（5名）

25－45δ5

樽一IIll・、1ヂ，ll25－7G92

招
5　　6
7））1、　7レ）2

　8
4、大，平地区
氏　名

佐久閲政蔵

担当区

1

〔O・
0

厚
’

り
】K

U

ウ
一

26－3561

25－8600

（5名）

（電話）

25－8492

住 所

臼石市南町二丁目2－50－8

〃　宇臼石沖114－3

〃　字臼石沖56

〃　字本町14

〃字中町53

〃　大川町2 14

〃大川町5－10

〃　城北町7－15

〃　八幡町2－5

〃沢端町9－3

〃　字東小路111

〃　字1尺目15

”　東町二丁目9－24

〃宇柳町77

”　字堂場前137

〃　字不痘ケ池19－5

〃宇外河原1も
〃

〃

〃寿山4番7り・

ウ
一文■

至
坑
々

…
果鷹

”緑が丘11毘

〃旭町21臼Hl－lo

”君1川ド｝：飯塚4〔1

四
’観

5・
じ

β～
l
I

／
ξ

住 皿
砺

越河宇幕沢49

”中妻12－2

〃町屋敷61

ウ
】台，

早1
”　〃　中郷良81

久

””字中在家7

芒f ，

』
州

一
戸

斎川字荒屋敷北3

〃町屋敷3G

〃町屋敷1し1

父

〃塩田35

主f 所

／く平森合字北埆85

鈴木良二
佐久間あい子

小関すみ江

高橋　稔
5
氏　名

重森けい子

福田実甥
島貫光弥

佐藤隆男
佐藤よし子

松崎五郎

6、臼
氏　名

†す．L　月券左佳

内海敦子

我妻卜三
佐藤好正

佐藤勇二
川村　 博

川村礼チ

・
8

3の1・3の2

4、5、6

門
f

25－4512

25－7505

25－C262

ウ
一

戸
r44ウ】

沢地区・〔6名）

担当区

1　　12
0
り

4　　5
【
’6

8　　9
10　　11

区

担当区

1
ウ
』

3
4
5
6
【
’

7．辛畠　岡　t也　区

氏　名

安斎　三郎

村山健、’乎

瘍

rIド満雄
fい

巴

立川とみ
佐藤みゑ
斗〔山文衛

’J・室、1畠

ノく野昭』

オ

山口昭栄
竹花幸代

へ
で

二
ー

，
』
‘

気正暴耳
ノjf

建

崎鈴イく

担当区

凱
巳

尾　箆
1源・ド原

鋤，、冗ワ小　“言　∫ξll

沖

，
、

大網・芹沢

西区ヒ・

南　区
一
κ
一

蝿

北　区
セf

蔵

f・　忘

川原チ
8，ノ」＼　，原　地　区

氏　名

斎

阿部へ千代

て田士月赤

酬
耀

赤丹畑
可
芽

占
崖

青
尺

廿
！
、

高橋淑子
カ

高橋文1ヌ1

高橋占之
尺浦初男

倉H

塩

白
笄ヒ

町

赤坂・湯厄

明　　　戸
’」・f’、f緊』r

（電話）

25－2672

25－2447

25－62〔M

25－9102

25－S861）

25－3864

名

（電話〉

27－2137

27－2147

27－2712

27－2516

27－2732

27－2445

δ
．
り
」2ウ

］
【
ー

ウ
一

（17名）

25－3｛）12

25－4025

25－8725

25－OI41．i

25－8302

25－3G21

26－3261

25－20：jl

25－0858

25－8921

24－4032

24－4815

25－52δ9

21一δ023

24一戯09

24一呂15G

24一δ31月

（9名）

29－2（〕68

29－21。153

29－27：拓

29－2629

29－2269

29－23［i3

29－2529

29－2311

29－2395

大平森合字臼川前畑30－2

”中目字日影20

〃　　〃　古屋敷4

〃坂谷宇大柳前51－1

主f 所

大鷹沢三沢字坂端57－2

”〃　落含64

”　1’　古内15

”大町字矢ノロ上50

〃　〃　関根134

’’”　稲荷山1謂

住 所

臼川内親字ド前1〔）1

〃津田字小路南3（1－2

〃　”椚林2（13

〃　〃川畑68

”小奥子表前72

〃犬卒都婆’担牛く相1

〃　”　羽山91

住 所

む聖1岡蔵本字西原・番85

〃　〃 六本松 ・番G－1

〃　〃　ill切73

〃　〃鍛冶屋敷33

’’　”　鎌先・番48

’1長袋字将碁石26

〃　　〃　鹿ノ屋敷23

〃八宮宇坂町15

’’　”垂清口向15一一3

”深谷字青木脇11G－1

’’　”　松川22－3

”　”酒生内76

’’　”諏訪堂39

”　　”　河重屋敷3

”　八宮字不忘II」330

’’　　”

”　〃樋ノ塚2；」

、
昼f 所

8
”　町31

”萱｛rJ場1

”

　
一に

∂
、
1
［

行
皿

”

〃摺切ll－1

8乍
自
－

目
勿

”　川戸20
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セ
ン
タ
ー
の
機
能
　
　
　
　
　
セ

　
仙
南
リ
廿
イ
ク
ル
セ
ン
ダ
ー
は
、
白
　
　
　
仙
山

石
・
角
田
・
七
ヶ
宿
・
蔵
王
・
大
河
　
　
れ
ま
一

原
・
村
田
・
川
崎
・
丸
森
・
柴
田
各
市
　
　
テ
L

町
の
不
掛
こ
み
・
粗
大
ご
み
・
廃
プ
ラ
　
　
自
転
占

ス
チ
ッ
ケ
を
処
理
す
る
施
設
で
、
仙
南
　
　
料
で
』

地
域
広
域
行
政
事
務
組
台
に
よ
っ
て
運
　
　
　
粗
－

営
蒸
、
れ
ま
寸
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
…

　
同
セ
ン
ウ
ー
は
、
騒
音
・
紛
し
ん
・
　
　
の
許
『

臭
気
・
排
水
な
ど
は
全
で
、
建
物
内
て
処
　
　
だ
さ

理
す
る
公
害
防
止
型
の
最
新
の
施
設
で
　
　
　
な
，

あ
り
、
一
日
の
処
理
能
力
は
五
十
ト
ン
　
　
の
と
秘

で
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

選
別
の
種
、
類
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

（
り
、
赫
燦
こ
み
準

磁
選
機
て
鉄
類
を
回
収
し
、
コ
ン
ベ
標

　
ア
上
の
ア
ル
、
、
、
缶
、
ビ
ン
類
を
手
選
　
　
理

別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
処

○
粗
大
ご
み
搬

磁
選
機
、
・
ー
タ
リ
ー
選
別
機
に
よ
運

り
鉄
類
、
不
燃
物
・
可
燃
物
に
選
別
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又

○
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

こ
の
よ
ろ
に
選
別
義
た
鉄
類
÷
の

ル
ミ
・
ビ
ン
類
は
資
源
と
し
て
再
利
用
　
　
み

さ
れ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク
。
可
燃
物
は
　
　
　
熟
」

焼
却
処
理
さ
れ
ま
す
－
大

大
き
な
発
泡
ス
言
ル
は
・
お
も
噛

ち
ゃ
な
ど
の
原
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
　
　
な

ま
す
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主

　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　r収集運搬処理料金
　種　 別　　規格等　旨
　　　　　　　　　　　　　I　A地区l　B地区

～死豆ト五匝巫D611遍1量・・
蔵1中（2ドァ）　H152・、W52＼D60、！．81）O　l、3（」〔）

　』
庫1小（iFア）『『Hl・6天W46＞、D501！，〔川8・・

塑遡弗かと劃家 庭用塑塾
一書口嘉曇ブ矧 1｛1：lllll：

二嘉耳琴11諭E畳，隷融
　　　　引　 ＿ 　　　　　　．一一
石油ファンヒーターi家　 庭　 用

　　　　　＿J　

掃除劉 ウ

　　　　＿柵．

自転引
ノぐイク15（〕

三　輪　車 子

7し）1－1

41）〔）

51）0

3〔）o

スチール製机1事　霧　用 等L8し狛1，3卿
　　　　　　

」 ＿　　
＿

　　　　テ1・〔堕， 蹴
cc以7ドト2働50（｝1う川．〕

　供　 用 知0　5㈹

王
田

蔵
桐

区地B田
森
崎

じ
く
　
し
i

止『葉月

市
町
町

石
田
暢

白
角
大

地A

㎞
ン
タ
…
の
利
用
法

南
リ
廿
イ
ク
ル
セ
ン
々
1
は
、
こ

で
回
収
し
な
か
っ
た
、
冷
蔵
庫
や

ビ
、
洗
匡
機
、
ス
チ
ー
ル
製
机
、

車
、
バ
，
ー
ク
等
の
粗
ナ
、
ご
み
を
有

処
理
す
る
施
設
て
す

大
ご
み
の
リ
サ
ィ
ク
几
七
ン
ク
ー

搬
入
は
、
自
分
で
運
ぶ
か
、
下
記

可
収
集
業
者
へ
直
接
委
託
し
で
、
、
吃
、

お
収
集
運
搬
処
理
標
準
料
金
は
次

お
“
て
す
、

『
粗
大
こ
み
』
処
理
施
設

仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
U

許可収集業者一覧
　義慧煎唖聾戴誓諾

1胃、森』合建設造園『1

電n占

矧ノ・1森討＝ヒf騨jりrl」割 上

響鞠鍬lilll撚ll蹴川竺

一一　皿㎜’一一一一㎜屠－皿”†

脇）仙台清掃公社fIil台ll』宮城野［く．Ilr「りIIIl川・』II7・15

⊥〔1口

呂

『ぎi，、、ド

廃タイヤ処理料金表
業務内容 郵　箪．単　価

釜選舞1㌻差糊．

　車…麺了”ダィヤ　　　　　 8⇔0円

　　　　　　　　　 ”一7

．〈65Ω亜“㌘蓋＞（ホ‘ル也一闇　　　！・塑円

大型．タイヤ
く1000クラス〉（ホイル付）

歌『o〔型円

　3『o口11円

家
庭
の
不
燃
ゴ
ミ

家
庭
の
不
爆
こ
み
は
、
従
来
ど
お
り

訊
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
集
積
場
所
に
、

指
定
ン
ご
れ
た
袋
で
、
出
し
て
』
・
だ
さ
い
、

　
評
」
く
は
、
保
f
剛
生
課
ま
た
は
、

仙
南
リ
廿
f
ヶ
ル
セ
ン
ヶ
ー
費
二
、
』
一
－

二
二
二
五
へ
お
問
い
台
わ
せ
，
、
た
さ
い

処理手数料
種類　　 内　 容

　u　　　．、般廃鰯緊、協、ll傑 謄に
　　　1　　　〆1’した下・夙ゴミ

　　　　　　　　ト
　　　　般廃剣｝クにlll・Illl叫IIに

産業廃棄物，せて処理てきる

　　　も占に1製ろ

i 翌主．

　ノき1・logIll

　iドfで肖費税1

㌧感618円
　llIU｛Ill費悦1

た　　loOLl日ぐ1伽、1、10叫一直、ノ‘亡」暫主』

廃
タ
イ
ヤ
処
理
料
金

廃
ヶ
ゴ
ヤ
の
処
理
H
翁
は
」
の
去
の

と
お
h
で
、
す
か
、
二
の
料
翁
は
自
分
で
、

搬
フ
、
L
た
場
缶
の
処
岬
絹
奄
て
す

収
集
を
依
頼
し
た
場
合
は
、
本
に
つ

き
百
円
加
算
さ
れ
ま
す

な
お
、
こ
の
判
金
は
消
費
税
を
撃
口
み

ま
せ
ん

粗
大
ゴ
ミ
等
処
理
料
金

粗
ナ
、
二
穀
お
よ
ひ
事
　
　
ー
動
に
伴
り

で
、
生
し
た
ご
み
の
処
琿
千
　
料
は
、
次

の
表
の
と
お
b
で
、
す
　
た
た
し
、
収
集

運
ボ
一
金
は
含
み
ま
せ
人

f4



農
業
委
員
会
委
員

　
　
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
尺
名
簿
は
、

平
成
二
年
一
月
一
日
現
在
の
状
況
を
一

月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

選
挙
権
を
有
ず
る
者

qD

市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二
十

年
（
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者
で
次
の
要
件

を
具
備
す
る
者

m
十
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
の
業
務
を
営

　
ん
で
い
る
者

回
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親
等
内

　
の
血
族
、
ま
た
三
親
等
内
の
姻
族
）

　
ま
た
は
、
配
偶
者
で
あ
っ
て
年
間
に

　
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者
。

働
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で
あ
っ

て
も
、
次
の
場
合
は
有
資
格
者
と
な
り

ま
す
。

m
農
閑
期
等
の
一
時
的
出
稼
ぎ
と
認
め

　
ら
れ
る
者

回
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
臨
時
手
伝
い

　
等
の
た
め
一
時
不
在
と
な
っ
た
者

内
疾
病
・
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加
療
中

　
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族
ま
た
は
、

　
配
偶
者
の
場
合
は
昭
和
六
十
四
年
一

　
月
一
日
か
ら
、
平
成
元
年
十
二
月
三

　
十
一
日
ま
で
の
間
に
六
十
日
間
以
上

　
耕
作
に
従
事
し
た
と
認
め
ら
れ
る

　
者
）

一一◇

　
現
在
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
任
期
は
、
平
成
二
年
七
月
十
九

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
台
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
入
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
　
が
、
十
二
月
下
句
ま

で
に
配
布
し
、
一
月
上
旬
回
収
し
ま
す
．

　
十
二
月
下
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委
員

会
事
務
局
奮
二
五
－
二
二
一
〔
内
線
V

二
三
〇
・
二
三
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
＼

だマご

い
：

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

◎
縦
覧
期
間

　
平
成
二
年
二
月
二
十
三
日
～

　
　
　
　
三
月
九
日
〔
十
五
日
間
）

◎
縦
覧
場
所

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
う
－
斗
　
避
名
ヴ
”

　
　
　
、
，
　
　
　
　
　
r
、
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

市
内
各
保
育
園
に
お
い
て

　
　
　
「
白
石
牛
・
白
石
米
」
牛
丼
給
食
会

饗ミ§§昏

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ミ
§
§
§
§
§
養
ミ
ミ
§
§
§
§
§
q

　
牛
肉
の
自
由
化
が
二
年
後
に
実
施
さ

れ
、
米
も
食
生
活
の
変
化
に
と
も
な
い

需
要
が
低
迷
し
、
牛
乳
も
清
涼
飲
料
水

等
に
押
さ
れ
、
消
費
の
伸
び
が
停
滞
し

て
い
ま
す
，

　
そ
こ
で
、
農
畜
産
物
消
費
拡
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
市
内
て
生

産
さ
れ
る
「
白
石
牛
」
・
「
白
石
米
」
で

「
牛
丼
」
を
つ
く
り
、
牛
乳
と
と
も
に

市
内
各
保
育
園
の
園
児
に
給
食
と
し
て

食
べ
て
も
ら
い
、
市
内
で
す
ば
ら
し
い

農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
、
消
費
拡
大
の
一
端
と
す
る
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

・
日
時
　
1
2
月
1
5
日
吻
　
1
1
時
3
0
分

・
場
所
　
市
内
各
保
育
園
〔
四
八
O

名
）・

メ
ー
ン
会
場
　
大
鷹
沢
保
育
園

琳寮
　
　
　
　
　
　
　
痔
　
　
　
痔

・
主
催
白
石
市

・
共
催
　
白
石
市
農
業
協
同
組
倉
・
白

　
石
市
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
協
議

　
会
・
白
石
牛
肥
育
共
励
会
：
日
召

　
刈
田
酪
農
連
絡
協
議
会
・
蔵
王
酪

　
農
農
業
協
同
組
台

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
畜
産
係
智
二
五

－
二
一
一
一
（
内
線
）
二
二
二
へ
お
問

い
台
わ
せ
、
‘
・
だ
さ
い
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
ヘ
リ
ム
凶
π

　
　
〆
岱
ン
漉
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
＼
、
n

婦人の家だより

特別講座受講生募集

　1瑚甲甲教右

　　〈おせち料理〉（昼の部）

　　　日時！2月12日（火11〔）時～1211、

　　　・定員　24名

　　〈おせち料理＞（夜の部）

　　　日時　12月22日1盆118時～201L

　　　・定員　24名

　　〈Xマスケーキづくり〉

　　　日時　12月17Ll（ID10時～1211｛

　　　・定員　24名

　　材料費　実費

　　講　師　畠つね先生

　　持参するもの　エブロン・三ヂ嫡

　　（定員になり次第締切ります）

贈
§
§
§
き
罫
§
ミ
§
§
§
§
§
旨
s
§
§
§
§
§
§
ミ
§
ミ
、

転
§
§
§
ミ
§
§
s
ミ
．
き
v
N
）
＆
ミ
§
ミ
蚊
ミ
唇
§
諜

反
射
式
二
輪
車

　
　
　
　
　
標
識
を
採
用

　
「
交
通
事
故
抑
止
五

㌧
日
作
戦
」
を

展
開
し
、
気
通
事
故
の
防
止
に
努
め
で
、

い
ま
す
か
、
そ
の
申
「
ヒ
カ
ヒ
カ
作

戦
」
の
一
瑞
と
し
で
、
、
県
内
自
治
体
に

さ
き
が
け
で
、
、
反
射
材
を
用
い
た
．
｝
輪

車
檸
識
ヘ
ナ
ン
バ
ー
ブ
し
1
卜
｝
を
採

用
し
ま
し
た
、

　
こ
の
標
識
は
、
五
〇
・
九
弓
㏄
の
新

規
登
録
の
二
輪
車
a
ゴ
2
に
取
付

け
ら
れ
ま
す
．
、

　
こ
の
標
識
の
特
徴
は
、
背
後
か
ら
光

を
受
け
る
と
反
射
す
る
と
と
も
に
、
光

を
分
散
反
射
し
て
、
自
動
二
輪
車
の
存

在
を
後
続
の
ド
ラ
ゴ
ハ
ー
に
ハ
ー
キ
リ

と
知
ら
せ
ま
す
．

　
反
射
式
標
識
の
第
一
号
は
、
半
沢
栄

一
さ
ん
〔
蔵
本
）
の
バ
f
ヶ
に
取
付
け

ら
．
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁

気　　　　　　　　一1』己 りμ 』｝l　fら，、鮒戸ギ

ミ
ii

　　　　曾日時　12月26日祓ll8［I」～20H与

　　　　・講師　池坊　矢須見秋水先生
§
§　　　・定員　⑳名
ば

’　　　・材料費　2，1．ll．ll 1円くらい

§　　12月の休館日
§
§　　4。10●18。23●24・28●2g

馨　　　　　30・31日

§　※3歳以上の、，〔児いたLます1昼問
ヤii

　　ご下1川］くたさい、

　　　働く婦人の家智25－5095
魏μ魚伊μ”瓶r畷＿励ノ“獅箔皿ノ＿瓢瓢
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父・母・

祖父組母
税務署

1亡年分吾窪定申

告書の手空、くは

所得手亮納手見証

明書

1’市役所
亡年度市民税

内税r曲膚

同1二

元年度固定

産税納椥重

書

”同　1
元年度市民税

非課税証明書

確定申告

庫してい

る方（自

営業・農

業等）

市民税を

納めてい

る方

［碇資産

税を納め

ている方

市民税を

納めてい

ない方

①前年1月1日に白石市に住んでい

　なかった方は、前‘1三1月1日の住

　所地から市町村民税（非）課税証明

　書、固定資産税課税証明：，牛を取り

　よせてください。

②保育料認定の際、所得税額騨：出に

　ついては、住宅取得控除、配当控

　除、および外国税額控除の適用は

　受けじ）れません。

※詐類審査や面接等の糸、ll果、保育に

　欠ける程度の高い順に保育所の欠

　員数に応じて入所を決定します。

4保　育　料
　f呆育場鉢は、ワ己童峯苗峯止才去の母苗セによ

り、それぞれの家庭の前年の課税状

況により決められます。　（19区分し

徴収します。）

　言羊し　くは、　粘続止縛碕努柳督呆育‘f系費2

5－2111（内線）154へお問い
合わせください。

一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一＜〉

　②雇入れ後3月未満の皆で、技術

　　習得中の者

　1昼噺芽十，1｝また1よ精’f寸嘱ナレ）業f芳1二 主と

　　して従肇する者

　。1死くは、宮城労働基準1、1旗、1二、il、

2ヨ敵〕22－2卜｝98811（1勺羊星）2：・1：1～211；5まナご

は、労働｝隆｛岬．』、、L督署へ

　労働保険（労災保険・

　　雇用保険）に加入してますか

　労働苫を1入でも1∫‘‘川している事

業iiは、労働保険に加入することが

義務づけられています、

　加1入．丁：・稿ヒき1ま、’η極身ナぎご隼聾乱古ヂ昇ま

たは、公共職業安定所へこ睦II，，炎くだ

さい，

平成2年度保宵園児募集
市では、平成2年4月1日から臼　　3提出書類

石市保育園に入所する児童を下記に　　　（1）保育園入所申請書

より募集します。　　　　　　　　　　　〔21保育に欠ける状況を確認する書類

　　　　　　　　　　　　　就　労　状　況

畝当者

父・母・

祖父組母

発行者提出書類保護者の状況

勤務先就業証明書勤務の方

民生児

立釆円里女貝

自営業証明書

農業証明書

自営（商熱

農熱の方

内職先内職証明書r勺職の方一

勤務
予定先

就業証明書
就職の決
まっている方

疾病等

該当者発1渚提出書類保護者の状況

市役所母イ・手一1脹出産の前後

父・母
巳父・祖医師，該断書長期疾幕者

”同　1二同」二病入の看病等

※祖父母については65歳イミ満のノ∫

※就業証明書・内職証明｛穿・自営業

証明書・農業証明害は、保育圓・

　福祉事務所で配布します“

3）保育料認定に必要な書類

該’1猪発1渚提出書類

母
制

・
処

ハ
丈
祖

勤務売
’がト分・源泉徴

［標

区分

給‘力斤千，1

者（会祉

員・公務

員等）

1，保育園に入所てきる条件

　児童の保護者が次のいずれかに該

当し、家庭で保育できない場合です

　（1）家庭の外で仕事をしている場合

　（2）家庭内で児童と離れて仕事をし

　　ている場合（内職・自営業〉

　（3）母親が妊娠中または、出産後間

　　もない場合

　（4）病気・負傷または、精神もしく

　　は身体に障害を有している場合

　〔5）長期にわたる病人または、心身

　　障害者（児）の世話をしている場合

　⑥その他、どうしても家庭で児童

　　の保育ができない場合

2，入戸舜手昂売き

　入所申剛書は、入所を希望する保
育1嚢1カ・ビ、’受け耳く1）、　戸斤要〔事柔∫頁言己入の

うえ、申請書の交付を受けた園へ提

出してください。

　ただ’し、東・西・南・北の各園に

平成2年度新たに入所希望のノ∫は、

福祉事務所保育係へ提出してください。

　（1）申請書の配布　12月1［i（斜～

（2）申請書の受付

　　　」rF戎：2f卜1月5『i（金うカ・ビ，

　　　　　　　　1月251i（羽までロ

　（3）受イ寸日寺問

　　　平　 日　8時30分～17時

　　　｛二曜H　　”　～12時

σ

宮城県の最低賃金のお知らせ

最低賃金額

時閲

475円

1　日
最低賃金の件数

：1，796円

487円3，δ96円

しloO円3，999円

食料品・飲　料・

飼料　製造業

木材・木製品・家具

装備品製造業
機械・金属製品等製造

業及び自動車整備業

川lj3，705円卸　売・小売業

次の持は適用範囲外となります

1τ旦8ア義イこ才蘭または65rl茂1り，ヒレ）κ・

地域別最低賃金

　　　　平成元年10月19日発効

茸受f氏賃金客貞

1　日I　l時聞
最低賃金の件名

3，647円1456円宮城県最低賃全1

産業別最低賃金

II’｛和63年12月24卜1発効（卸売

　（卸売・小売業は

　　　　ノ己年3月29H発効
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○公立刈田綜合病院

　　事務職員（上級）募集

○職種及び採用予定人員

　事務職員（上級）若干名

○受験資格

　昭和39年4月2日から昭和43年

　　4月1日までに生れた大学卒業

　者または卒業見込みの者

○試験

　第一次試験　12月18日（月1工0時～

　教養・作文・身上調査

　第二次試験　平成2年1月中旬

　へ物試験（面接）・身体検査

○受験方法

　申込用紙は、庶務課人箏係から

　交付を受け、所要事項を記入し

　提1111してください。

o受付期間　12月411（IJl～8H（翁

　　　　　　　（必着のこと〉

Q受付時間

　亀Fロ　8時30分～17時

　　L曜　　〃　～1臼㌔

詳しくは、公、ヤニ刈川綜合病r七庶務，

，県へ事係岱25－2H5（内線）1刎へp

●仙南地域広域行政事務組合

　　　　業務員募集について

　Q採用予定人員

　　業務鴎犠卿聯
　Q受験資格　平成2年4月l　H現在

　　満18歳以L満3〔）歳以ドのもの

　O申込受付期問

　　121jGH（づく）～12月20日（イ0

　0試験の日時
　　平成2年1月111」（口）午前1011寺

　○試験場

　　仙南地域広域行政事務組含

　　　　総含庁舎3階

　　　　（大河原町字新アテ川1のll

　O申込方法

　　仙南地域広域行政事務組合総務

　　課から所定の申込用紙の交付を

　　受け、申し込んでください．

　　詳しくは、仙南地域広域行政事務

　組含総務課へお問い合わせください。

　　1菖20224－52－2628
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◎白石第二幼稚園

　　　園児募集について

　臼石第二幼稚園の3歳児（昭和61

年4月2日～昭和62年4月1r」生ま

れ）を次により募集いたしておりま

す。

○募集人員　20名（希望者が多い場

　合は抽選となります）

○申込締切日　平成元年12月15日嚇

○受付時問平日：9時～16時

　　　　土曜日　9時～11時
Q申込場所

　入園願書を臼石第二幼稚園から

　受け取1）、必要事項を記入のう

　え、同園へ提出してください。

詳しくは、第一二幼稚園何25－6

32Gへお問い合わせください。

●宮城蔵王山麓の四季

　写真コンクール作品募集

○フー一マ

　宮城蔵E山麓の四季をテーマと
　し、　1包然・まっり・人々・イ1三オ舌

　など白由。現在の姿をリアルに、

　または、ほのぼのと表∫見した作

　llll㌔。

0締切　平成1亡年！2月3田lm

Q応募作品

　カラーは、キャビネ版かビ、いソ

　切りまで，、スライドは35mm以L

　ll　X　g　cmまで。

O応募資格　アマチュアに限る。

O送り先　自で1市商L観光課ド寸

　　　宮城蔵1三由鹿観光協議会

詳しくは、』i己協議会費25－2111

（内線）312へお岡い合わせください。

●宮城技能開発センター

　12月研修受講者募集について

　臼己啓発および技能・技術の向1、

をめざすノ∫は、ぜひ受1，ll｝しましょう、

0第一種電気工事士受験準備（実技）

⊂・アルミニウム溶接技術検定受験準備

・ニステンレス鋼　　　〃

Q建築技能講座盆栽工芸

1：メンテナンス塗装応用コース

　詳しい1勺容・日時一

いてはド記へお開い合わせください。

〒985多賀城市「U川2J畠L／2番Dナ

響ギ坊財芝肯旨1刑発一セン欠一1刑発ヂ塁川」、i果

　2｝（レ22－362－2251

○市営住宅入居者

　　　　募集について

c，第一種住宅（収ノ＼基準1112，00（1円以1つ

団地名

新館

寿山

岩崎

型式

3DK。3K

：5K

3DK〔L・Sl

家賃（敷金は3月分）

3，0〔）O～3，500円

3，：500～3，51）0円

28，0⑪o・29，1川11

戸数

，戸

3戸

4戸

○第二種住宅〔収入基準mO，OOO円以下

団地名

郡山

城南

緑が丘

白川

型式

3DK

3DK

3DK

2K

家賃（敷金は3月分）

22，000円

23号OO（ナ円

14¶500～ltlサ500円

3り朋円

戸数

頂

lFl

lo戸

1戸

建試，言果で随時光斉順に受け1・」・けて

います。

、1トしくは、建設，深住宅係且25朗l　I

（内線〉262へお問い合わせください“

●自衛官を
　　　　募集しています

O応募資格

　18歳から25歳までの者

6身分　特別職国家公務員

O待遇　初任給は月額ll5，000円、

　F方律重月二耳哉員糸合与・乳去によξ）定1切昇

　給（f卜1卜iD、賞与・（年1川4．g月

　分）9～12か1』で昇給125，001）IIJ

、言羊しくは、可∫民、1果低25－2111または、

ノく河原募集」拝務連絡所岱022卜53－

2185へお問い許㍊）せください．

リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

喚紙上から　　　　　陶
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

・　　お礼申しあげます・
難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸

『　生活基盤の整備や、社会体育施，ゼ
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ゼの整備のため、次の方々からご寄付1
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
鴫をいただきました。紙Lからお礼申、

唖しあげます。　　　　　　　　　　殉
リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

蔓深谷牧野農業協同組合組合長平間治、

等氏・佐藤清二氏・塚野隆氏・平間善1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

噂之助氏・白石砂利砕石㈱代表取締役，

昏佐藤登喜夫氏・㈲島貫建築代表取締陶
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

辱役島貫勇吉氏・ワコーエレクトロニ噛

璽クス㈱代表取締役高橋渥氏　　　　　陶
鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

公民館だより

◎成人式
　中奥公民館では、昭和44年4月2

11から昭和45年4月！日までに生ま

れた方を対象に、成人としての出発

を祝し、成八式を開催します。

　なお、該当者には案内状を送付い

たしますので、簡素な服装でご参加

ください。

1期目　平成2年1月15日
二 会場　白石市中央公民館

◎バドミントンサークル生募集

名称　臼石ハイクリアーズ

ニ1例会日時

　　　原則として毎週木曜日

　　　午前9時30分～12時

会場　中央公民館大ホール

会費　月額　5001ij

　内容　ベドミントンの練習

　　　部内・部外試合

○申込方法　住所・氏名・電話番号

　　を中央公民館へお知らせくだ

　　さい。

◎チャリティセールのお知らせ

○日時　12月9日（土110時～！5時

O会場　中央公民館第一・二講座室

CI催事内容

　即売　会員の手づく1）品

　　　　手芸品・小物・菓子類・

　　　　f呆存食品婁頁r也

　不用品の再利用
　　　　丁頁き牛勿。食器婁頁。ゴ父業頁・

　　　　雑貨品他
・⊃主催　臼石友の会

　　　　代表斎藤和予費25－2349

中央公民館では、各種事業を実施

しています，，ぜひご利用ください。

中央公民館　費24－5377

　　　　　　26－2453

図書館からのお知らせ
図書館はこころのオアシス！

　条年もいよいよ塩巾ノ葦。年賀♪1尺の鷲ら

“IIII、大掃除など、　イトで番忙しい

月です，、図i孝1：館では、く「，しに役“1二

ついろいろな木を用意しております。

　お気丸軽に』｝利用ください．

　図、帖F申囲案内

　∩開館時問

　　1卜目111111g時～1‘ll時55分

　　川111111　　10時一IUII芋

　11・休館日

　　12月23川D天皇誕生口

　　121j2δ川くト2年1月4日〔木1

※年末年始の休館日　（12月28日～1

　月什Dの問は、返却ホストの利
　用はこド遠慮ください，

★／ーつ91絵乍削d、会

宮城リ，！図書館のi三催した『手づく

　　　展示会は、県図辞館をはじ

め県内を移動展示されました、臼石

かビ、出晶した1智”lrヴ）展示会を次のと

キゴりf∫瓦・ます，　μ1二界に　・田Fしカ・ない

㍗手づくり絵恥の素晴しさをぜひ

こ覧ください，

・期間　121jl511｛4｝1～121」171｛｛ID

一場所　自石市図rll：館l　Il皆ホー几

卸1…、弓慨

料理をたのしむ私の方法占沢久」㌦

住まいのすてきな模様瞥え

　　　　　　　　岡部史j㌧
友だち案～卜現1白由ド1在

　　　　グステf一・ウェスカー

fづくりで迎えるクリスマス

　　　　　　　文でヒ’iII片反1、毒糸扁

勤労青少年ホーム

働く若者のふれあいの場、青少年

ホームではクリスマス会を開催しま

す。みんなで参加して、この冬をホ

ットに過ごしましょう。

◎クリスマス会

　・期日　12月13日伽

　・場所　勤労青少年ホーム

　・会費　800円

◎テニスクラブ会員募集

　・練習日　毎週日曜日（3月まで1

　・日寺問　　19同寺～2111寺

　・場所　臼石中学校

勤労青少年ホーム曾25－3720

予定イベント

　2月17・18日（土・日）スキー交流会

　3月11日旧）ボウリング大会

らくらくおそうじマニュアル

　　　　　　　　田村良 一

男の冬じたく　　　　　森　　成

電1、レンジであっという間の

　　　おそうざい
　　　　　　　　二し』馬

　　　　　　　　角ド
　　　　　　　　ーゴr』版一♂
　　　　　　　　’麟鐸ヂ由
白石市図書館費26－3004

新着図書案内（抄）
』r成元歪卜版労働r』1｝　　労　働　省

優稚な定年後のための、，知，卜　後藤　　 虹、

いいゴってどんなf・　　浜川　・始．

ゴ・台てトーキンク　　　　FM東京編

公［1一証呂のつく1）方　　　f川’　1卜1t

f卜翁のヌ1募礎気山，細oで1㌧版　　服部　？1㌃造

標準1し1監価司券：の実践　　　κ野　清n．

希，婚する娘に伝えたい　　近藤　　裕
税奇沁）すべてがわかる」1ト典　i．内　f、l　j’

1，rL書の歓び　　　　　2エ’レ・へ1じ

フロが匹識る、舌しLTになる！卜・

　　　　　　　　小坂　秀二
どう、虎も汐　　イ旨標　　　　　　LHr　rl湿fl

頼み方・1析bノノのす・ズて

　　　　　’1．活研究サークノレ堀
文化の消費が始（た、　　隻li．野　児旋

オゾ～ン1縛力；とIljえた　 ジョン　・グIIヒ“ン

文献を探すたヌ）のイ＼　奇藤苧・佐野隻慶乏

ヘヵf集まるご去Ulj　　　　　　中汀　 1把己

」’ともfl珪’売と社．≦マ孝気でf　　／牌IIl　　昼J

l［匪課の家政学　　　　　季毎七11r忠1、

恐るべき・1く汚染　　　　小林　　勇

むた』やかな隣入　　　　　赤川　次郎

さらは．座一彷復の巷L　黒岩　市占
さらは量座・彷律の醤　ド　黒岩　重占

’卜前の時の罠　　　　　、占1茂川景樹

fセカ∫田1けるまで　 グギ・ワ・ジオンゴ
f、，しられない航海

　　　　トリスケン・ジョーンズ
釘ミ14ゴに’liきる　　　　　 針宣オ《してfl少女

恋の’与殺1、軍揖71・　　　　山春」　嚢紗

令国版名湯・秘湯・露ノ｛風呂

　　　　　　　　L柘r｝と’Lh后書L
売れ創、li！べり　　　　湯沢　　明

　　　子どもの本
かんは一て1極、校生　　　　占旧　純ゴ・

わたししリ，、II一・てるおまじない

　　　　　マfバースデー編算’部
ヒンケロ尺単k争　　　　　恒じ山　i，二

しあわせなEf　　　　　争il．　拝i？

こげ；｛とりじいさん　　　　　窪弓5巴　llノ・

　みんなの図書館
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　　おしいちゃん・おはあちゃんと遊ふ会

10月28日、白川保育園におじいちゃん・おばあちゃん

を招き、劇や楽器の合奏を元気一杯に披露しました。演

技の後は、お母さんたちのつくった「イモ煮」を食べ、

楽しい一日を過ごしました、

お乙らせコーナー

　まちの話題繧醗諸悲盛，醜撫轟『　1

　　　第25回　白石市老人クラプ大会
10月26日、市民会館において老入クラフ大会が開催さ

れ、俳優小松方正氏の「生きがい」という講演がありま

した、また、盆栽など趣味の作品展も併設されました。

第〆
箒、一瓢、・』’『湿

臼石而老人クラ7遵含霊

欝

巫衡「確磨徽醐一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
額

嚢
番
－
生
き
が
い
L
讐
．
　
｝
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師
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響
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i
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㎝
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詮
　
・
F
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㎏

年末年始における

衛生処理業務について

公立刈田綜合病院

年末年始診療予定について

新春を寿ぐ市民の集い

秘書企画課より1

年末年始α）衛生処理業務は次のと

おりです。なお、f卜末に近づくにつ

れ、し尿処理業務など混雑し、対処

しきれない場合もありますので、早

めに中し込むようご協力ください。

名設施

衛生センター

仙南リサイクル

　センター

白石・

ヒケ宿斎苑

業務内容

処み、
｝

し刷媒

、
、
、

ゴ尺粗

父ケ

業む
じ
ト

洩

…面女

摘

12月3川IDIE

’トまで収身

般持込も同1．

12月31川フIE

fl、まで収集

12月：loHII，Ill

縁で鮒一

12鵬用佃ま

衛生センマー・仙南リサイケルセン

タP一は、　1月41iし木）カ・ビノ、　rlイ1・　し

ケ宿斎苑は1月3日1’Dから’r常通り

の業務となります、

詳しくは、保健衛11：諾a25－2111

（1勺糸泉）｛1⇔2、　まナご1虫’隼ウ匝，1乏’、おll口

い含ズ）せください．

公立ズリ川綜合病院の年末隼始の，診

療1㌦定は次のとおりです。

年

元年

2年

月　II

12月28日

29日

30H

31［1

1月1日

2日

3F1

4日

1醐

木

金

土

日

月

火

水

木

グ
［よし

午後

・目時　』r成2f卜1月51μ釦

　　　ノF単∫11μ」ゴ＝カ・ビ♪

・会場　白石蔵1三パレスホテル

・会費　2，01）0円

・申込み　馳F成元∫卜12月19旧幻（名

　簿作成σ）ため厳守）まで市秘，1，

　企111fr，，よ留25－2111（内線）3131ま

　たは、各曝蓄務連絡所へ会費を添

　え、お中し込みください。

・なお、申込用紙は、各行政区こモ

に回覧しますのでご利川ください。

鰍N櫟紳圏聾蝦魎糠概細、．』撫》跨蜘

　　　　　　　　楽しい　一館まつり
　　　　1（｝月28日、第一児童館において、『一館まつ1）』が開か

　　　れ、ジュニアリーダーのお姉さんたちとゲームをしたり

　　　指へ形や手品を見たり、タオル人形に挑戦しました。

午前

参
／木

弘
’
／

木

”

〃

”

休診
’播医（外科1

休1，参

〃

休診

”

”

盈25－2115へ．

無料人権相談所の

開設のお知らせ

2f

マイホーム資金・

進学資金は財形融資で

12目は、下水道受益者負担金

　　第三期分の納期限です。

忘れずに納めましょう！

※取扱いは市内翁金融機関です。

　　　　　ドノド」〕丘二i果力・ビノ

雇川促進とド業団の財形融資は、公

的融資です壱マイホーム取得を援助

する「財形持家転貸商庄1資」と教育資

翁を援助する「財形進学融資」があ

ります。r洋しくはド言己まで’¢

雇用促進『1僕団

　宮ヌ成雇川促進センマー

　　費（122－222－20（19（代表）

121」41卜121jIOl［はノk権週llUで

す。へ権週閻α）行事として『無料へ

権11』淡所』をド記のとおb開，没しま

す、どんなことでもお気軽に到1』，火

ください、

冒日時　12月H川l　m時～1511午

　　　”　5H吠1　　　　〃

　　　”1川ゆ　　”

1ユ場所　市役所第3会、，我室（3階》

1⊃担当者　法務局職員・

⊃主イ崔　　仙台法務1、4尺河原之部

　　1く河原尺聾i’lr農委員協、，孜会

相匹，炎内容はすべて秘密にされます、

詳しくは、市民llLl紐25－21口

（内線）m（1へお問い含わせください，

夏喜・
喚
　モ献　声

　寡£　蚤翫
5
、

運　｝　一・え

磯
ト
φ
、
’

、
〆
ゑ

　
　
り

騨
．

野
曇
鷺
漣

野
画
£
－
ン

　　　　　　　　　　　　 腕一　欝耐
　　　　　　　　　　　　　．鯉齢｛

　　　　　　　　　　　　　「麟欝歎、、

　　　　　　　　　　　　　　　　『蠣　
踊　［，

　　　　　　　　　　　　　　　　　？羅釦．

　　織巳’麟麗緻、．．騨
　　，τ　　　11月16日、国道4号の通る、白石・蔵王・大河原・村

　》》）こ　田・柴田の各首長と建設省仙台工事事務所長をはじめ担

ノ遼　　　　　　当課長との憩談会が結成されました。本会は、道路行政

　　　　に関する要望や対策等について継続して話し合われます。

お』乙らぜコーナー舞Ψ硬壷，、訟一箪牧・ 7罫　尋、矯唖

工業統計調査。9石油等消費

構造統計調査にこ協力を／

胃がん検診のお知らせ

保健衛生課から

「交通死亡事故抑止50日作戦」

実施中　　　白石警察署から

通商産業省では、』F成元年の「ll

業統、ll’調査」と「石油等消費構造統

計調’山を12月3111現在でi♪います。

1凋査び）対象となる製造業を営む事

襲所には、年末力ぜ，1月にかけてr凋

査員が伺います。

なお、調査票に記入された内容は、

糸充1汁1次外・の1」r［勺ここ使lllされることは

決してあ1）ませんので、安心してご

協力くださるようお願いいたします。

　　〔r　l石Il∫秘1『1：企画，，果統計f系〕

『お客様相談窓口』の

開設について

臼fl商L会議所では、、」、れあい1ド

業》）・環として『お客様相言炎窓ll』

を開設し、商品・商店・Il｝1店街など

への疑閲・苫情・要望などの相，，火に

応じます、お気軽にこ’相、淡ください

判1，談者））予必二妥1を研受～乍いプごします．

響開設日時　12月1川内1（）時～12時

二開設場所　r　I石商Il会1議所

ρホ目言炎員　　箸芋別枷、，火員

　　　消費生活アドバイザー

　　　　　相馬山美j洗生
二主催　地域小売商業消費爵

　　　　（臼イ1商r会，，義所内）

l　 電話相談　費26－2191
　＜批『＞茂林9小室

　川に胃がん検診α）申し込みを受

け付けましたが、まだ申し込んでい

ないノ∫は、～欠によξ）おiDし」ムみくだ

さい、

一受付期間　』r成1亡年12月ll　ll｛1∫1～

　　　　’r成2年1月川μ水l

O実施時期　2月811～3月2日

　　　　　　　（」㌔定）
O対象者　40歳以L

　　　（平成2でト：川イJI王1己在）

1つ検診料　1，601）円

　ただし、7〔）歳以．L無料

　　　39歳以ド4，4（1〔川
c，申込先　保健衛生，銀且252111（内

　線）603または、各暫務連絡所へ

　申し込んでください、

⊂検診場所　臼石1卜健康センター’

　越河づ川・

；

iみやぎ蔵王　　i
i師スキ覗階i

卜

、日時　12月16日1土・11時
一　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　粉’1辛を舞いトげ、豪快にヘウダー1

抹キ刊玖伽億キー場で審1∫滑i

抽を楽しみましょう
§
1※湘は、リフト無椰撒します．i
l＿一、．＿、』．ト～㌧、し～＿、、、、＿、、＿」

融aま柄き賃し蔚嗣

『一日一安全』で交通事故防止！

年の瀬を迎え、あわただしい時期

となりましナご。

運転者はもちろん、歩行者も一咽

に・度は交通安翁について彦え、交

∫重安奄に多チめましょう。

〈重点目標〉

0飲酒運転や暴走運転など無謀運転

は絶対しない、させないように！

・：一バイクは昼間点灯の励行を！

税の窓ロ《多

市税の納め忘れはありませんか

12月は、市税の納視強，、1。1運動月闇

です。もう・曹度お丁・厄の納税通知書

を確かめてください、

納め忘れの税金はおIIしめに納ト1』し

てくださいこ

なお、納税通知、1陸紛矢した場合

は、再発行いたしまロヤので税務課管

理徴収係までご連絡ください、

盈25－2111（1勺線）1n・144

今月は、固定資産税第4期・国民

健康保険税第7期の納期限です。

川臓げをこ利川し・）1∫は、fl塗の

∫見在高を⊃僧。、忍ください，

20



今月の休日当番医
12月3日

内科　亘理医院　　　台25－8501
外fl刈田病院　　　饗25－2145
歯矛干　　工ヨ1理歯禾十［鍾1究　　費26－2563

10日
内科　柿崎医院　　　費25－2210
外科　加藤（大）医院　費26－2653
歯科　富岡歯科医院　費24－4362

17日
内科　大沼医院　　　麿25－2502
外科　斎藤医院　　　費25－1222
歯科　村上歯科医院　台26－2678

23日
内科　広瀬医院　　　費25－0238
外科　堤医院　　　　智25－1181
歯科　真壁歯科医院　雪32－3122

24日
内科　三浦クリニックa25－6854
外科　やまや婦人クリニック

　　　　　　台25－0088歯科　三沢歯科クリニック

　　　　　　費26－2518
31日

内科　海上医院　　　費25－1501
外科　朝倉医院　　　費25－2101
歯科　水野歯科医院　費26－2401

1月1日
内利　広瀬医院　　　費25－0238
外科　刈田病院　　　君25－2145
歯科　岩田歯科医院　a25－2191

2日

内科　三浦クリニックa」25－6854
外科　宮城医院　　　費25－2062
函科　小野歯科医院　台25－8007

3日

内科　海上医院　　　費25－151）1
外科　斎藤医院　　　費25－1222
歯科　高沢歯科医院　費25－522‘）

※都含により変更になる場合もあります。

　　　　　　　　　　　10116～11／15　（）は累計　1

　口日按翁を励行豚しようi
　・交愚安全について考える　　　　1

　・マ題安全について声力けを行う　l

l・交通安室を実行する　　　　　l

r 一 　 …
一『

鷹月の定例相
相談区分

市長相談

人権擁護
相　 談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　 談

障害者
相　　談

　　　10：00～
　　　　12：00

相談日　　　　時間

15

15

15

5・25

15

15

毎週月・水・翁

リオン
7919

ニホン
15

15

11

1〔）：（10～

15：00

lO：00～
15：00

10：00～
15：0（1

10：00～
12：00

9：30～
15：1）0

1（1：00～

15：00

10：0（卜
15：藍）0

14：0〔）

10　：3（’）～

11：3〔）

13：0〔）～

10：〔）0～

15：00

1〔）：00～

15：〔）0

場　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階

福祉事務所

自石市役所4階

第4会議室
自石市役所4階

第4会議室

談H

青少年
相　 談

　毎週
月・火・脂金

内　 容

市行政に対する質問、
要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。（代理の場合もあります）

続
別

相
差

産
、

遺
用

、
雇

婚
、
等

離
家
題

、
借
問

婚
地
遇

結
借
待

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法入の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

電話相談にも応じます台25－2111（内線）431

9：0〔）～

17：0（1

階
　
［

4
　
　
タ

所
臥
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青 チ供の教育上の相談

　　　7　
事故発生件数

　37件
（376件）

・～　　死亡者数

、．．レ　0人

　　　（0人）

瀞晦負傷者数
　　　　4人

■
卓

卜

　　　（115人）

疾．、

1’」　虻　
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臼石市ホランティア
　　国際交流研修会
11周14Eヨ　中央公民館において

フラジル出身の留学生　佐藤ロー

ザ祐香・内濡工ミ1．辺ア春子・皆川

カルメン良恵さんを講師、とLて

国際交流研修会が開催7きれましだ。

三，人、の講話（乃段　料理実授講習と

Lて　ブラシ牛料理「フェショア

ー9・サラマ・こ飯　をつくり、

物損件数
　34件
（287件）

と
数
在

　
　
現

ロ
帯
創

　
　
ロ

人
世
旧

　●●
響書

42，458人
（十20人ン

　●　曹
20，834人
（＋12人）

　●　響

21，624人
（＋8人）

一
11，817世帯

（＋7世帯）

（）内は対前目比
22


